




 

 

はじめに 

 

 平成 25(2013)年 4月に策定された新しい海洋基本計画の中で、海洋教育に関する

記述が大幅に拡充され、学習指導要領の見直しも含めて検討するなど具体的な内容

が明言された。また同年 7月には「海の日」を迎えるに当たっての内閣総理大臣メ

ッセージの中で「…希望と誇りの持てる海洋国家日本を実現するためにも、未踏の

フロンティアである海洋の環境を守り、また、気候変動等の全地球的課題の解決に

積極的に取り組むことが重要であり、そのためには、海洋教育を促進し、国民の皆

様ひとりひとりが海に対する深い理解と関心を持っていただくことが大切です。

…(一部抜粋)」と、総理大臣自らが海洋教育の促進について言及するなど、海洋教

育に対する関心と必要性はこれまでになく高まってきた。 

 

他方で教育現場に目を転じると、学校教育における海洋教育の実施状況は十分に

進んでいるとは言え無い状況にある。平成 24(2012)年 3月に実施した小中学校を対

象にした全国調査の結果によれば、依然として 8割近い学校は教科書に記載された

内容の範囲のみ取り扱っていると回答している。 

 

このような中、学習指導要領の次期改訂をめぐっては 2014 夏頃に文部科学大臣

が中央教育審議会に諮問し、東京五輪が開催される2020年度の全面実施を目指す、

と新聞報道がなされたように、文部科学省において具体的な動きが始まったことが

明らかとなった。すでに改訂に向けた動きが本格化する中で、海洋教育に関する表

記拡充を図るための取り組みを急ぐ必要がある。 

 

本事業は学習指導要領の次期改訂において海洋に関する教育内容の拡充を図る

ため、これに必要な研究と条件整備を行うことを目的に平成 23(2011)年度から 3

年計画で実施してきた。最終年度を迎える今年度はこれまでの実施内容のレビュー

を行うとともに、次期改訂までに取るべき対応について展望する。本事業の成果が

今後のわが国の海洋教育普及推進の一助となれば幸いである。 

 

 当財団が本事業を実施するにあたり、長年にわたり深いご理解と多大なるご支援
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1: 事業目的 

 本事業は、当財団が平成 20年度から 22年度にかけて作成した「21世紀の海洋教育に関するグランドデザ

イン」のコンセプトをベースに、学習指導要領に海洋に関する教育内容を具体的に反映させるための戦略的

研究と条件整備を行うことを目的とする。3 年計画の最終年度である今年度は特に、文部科学大臣による中

央教育審議会への諮問が平成 26年夏頃予定されていることを踏まえ、次期学習指導要領改訂までのロードマ

ップのアップデートと、改訂に向けての議論に参考となりうる政策検討資料の作成を行う。 

 

2: 実施方法 

 本事業は、教育と海洋の有識者で構成する「海洋教育普及の実現に向けた戦略的研究委員会」の審議に基

づき実施計画を策定し、海洋政策研究財団事務局において実施した。また次期学習指導要領改訂を視野に入

れた海洋教育推進戦略の全体的な方向性については、日本財団が設置した「海洋教育戦略会議」での議論に

参画してビジョンの共有を図るとともに、東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センターが推進する

海洋教育の実践研究の取り組みとも連携を図るなど、横断的な研究体制を構築することによって実施内容の

重複を防ぐとともに事業成果の最大化に努めた。 

 

3: 実施項目 

 平成 25 年度「海洋教育普及の実現に向けた戦略的研究及び条件整備」事業計画書に基づき、次期学習指導

要領に海洋教育の内容を反映させるための戦略的研究並びに条件整備として以下を実施した。 

 

（１）学習指導要領改訂に向けた具体的施策の策定と提言 

1) 次期学習指導要領改訂までのスケジュールのアップデート 

2) 昨年度提言と新しい海洋基本計画のレビュー 

3) 改訂に向けた具体的施策の策定・実施 

（２）海洋教育普及に必要な教育環境の研究 

   義務教育での海洋教育実施条件の分析 

（３）外部支援体制の組織化 

（４）教育研究の戦略的推進 

 1) 各国における海洋教育の実施状況比較調査 

2) 学生の海の理解度調査 
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4: 実施内容 

(1) 学習指導要領改訂に向けた具体的戦略の策定と提言 

1) 次期学習指導要領改訂までのスケジュールのアップデート 

 次期学習指導要領改訂において海洋に関する教育内容の拡充を図るには、学習指導要領の改訂に向けて効

果的な働きかけを行うことが不可欠である。そのためには学習指導要領改訂へのプロセスを分析するととも

に、内容拡充に必要となる条件を整理し、いつまでに、誰が、誰に対して、何をすべきか、といった具体的

な計画を立て、業界横断的に推進することが必要である。 

 次期改訂までのスケジュールについては昨年度事業で作成したが、今年度に入って文部科学大臣からの中

教審への諮問時期が明らかになるなど具体的な動きが表面化してきたことに伴い、最新の情報に基づいてア

ップデートを行った。スケジュールについては東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センターがとり

まとめた資料を参考に設定した。 

 

  

図 1 学習指導要領改訂のスケジュール （東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター資料より） 

 

 平成25(2013)年12月29日付の新聞報道によれば、文部科学大臣からの諮問が平成26(2014)年夏頃とされ、

平成 28(2016)年度に全面改訂の方針と報じられた。そこで大臣からの審議要請の時期を平成 26 年夏と修正

した。なお昨年度の本調査で立てた見通しでは、諮問時期は平成 27(2015)年と予想したものの、10年毎の改

訂では間隔が長いとの社会的指摘に配慮して 2014 年度中の審議要請が行われる可能性も指摘した。結果、予

想よりも1年前倒しの2014年度中に諮問の見通しとなった。他方、最終的な改訂版の告示時期は平成28（2016）

年度とされ、これについては昨年度に検討したスケジュールどおりに行われる見込みである。 

次期 学習指導要領 

 

← 平成 20（2008）年 3月 28 日 

 

← 小 平成 23（2011）年 4 月 

  中 平成 24（2012）年 4 月 

← 小 平成 25（2013）年 2 月 

  中 平成 25（2013）年 10 月～26 年 3 月

← 平成 26（2014）年夏 

   

← 平成 28（2016）年秋～年末 

 

 

 

← 平成 29（2017）年 1 月 

 

← 平成 29（2017）年 2 月 

     

 

← 平成 29（2017）年 3 月（小・中） 
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2) 昨年度提言と新しい海洋基本計画のレビュー 

 当財団は昨年度に日本財団と共同で「海洋基本計画改訂に向けた海洋教育に関する提言」を取りまとめ、

海洋基本計画見直しの柱として、制度面の強化、教育現場の環境整備、外部支援の拡充の 3 つを示した。7

月 31 日開催の第 9 回海洋基本法戦略研究会でその提言内容を発表し、その後 9 月 25 日に総合海洋政策本部

事務局を通じて羽田雄一郎海洋政策担当大臣（当時）宛に提出された。 

 新しい海洋基本計画は 2013 年４月 26 日に閣議決定された。この中で海洋教育に関する記述については、

内容がより具体的になるなど、旧海洋基本計画と比べ多くの部分で改善が見られた。そして「海洋教育」と

いう言葉が海洋基本計画に初めて用いられたが、このことは海洋教育が一般的な用語として認識されてきた

ことを示すものと考えられる。今回の見直しで注目すべきは点が二つある。 

まず第一に、「第１部 海洋に関する施策についての基本的な方針」の「３ 本計画における施策の方向性」

に（７）海洋教育の充実及び海洋に関する理解の増進、という項目が新規に掲げられたことである。 

そして第二に、政府が講ずべき施策に海洋に関する教育の推進として、小学校、中学校および高等学校の

海洋教育充実が明記され、その具体策として「海洋教育が各教科や総合的な学習の時間を通じて体系的に行

われるよう、必要に応じ学習指導要領における取り扱いも含め、有効な方策を検討する。」と示されたことで

ある。海洋教育の実施が国の施策として明確に位置付けられ、特に学習指導要領の検討にも言及したことは

大きな意味を持つ。 

表 1 は昨年度に当財団が行った提言と、新しい海洋基本計画の海洋教育に関する記述とを比較したものだ

が、これを見ると提言の内容が大きく反映されたことがわかる。 

  

表 1 当財団提言と新しい海洋基本計画における海洋教育関連部分との表記内容の比較 

海洋基本計画改訂に向けた海洋教育に関する提言 

海洋基本計画 

第２部 海洋に関する施策に関し、政府が総合的かつ

計画的に講ずべき施策 

１．海洋立国を担う国民の基礎的な素養育成のため、小中学

校並びに高等学校において教科横断的に海洋に関する学習

を行えるよう、学習指導要領の総則及び総合的な学習の時間

の「指導計画の作成と内容の取扱い」等に海洋の重要性を明

確に位置付けるべきである。 

 

２．学校教育で海洋教育の実施を推進するため、文部科学省

並びに国立教育政策研究所は海洋教育に関する事例集や手

引きなど指導資料を作成するとともに、学校教員の指導力向

上を図るため教員研修の充実などの措置を講じ、教育現場が

主体的かつ継続的に取り組めるような条件整備を行うべき

である。 

 

３．分野横断的に多様な事柄を扱う海洋教育を推進するにあ

たっては、教科書における海洋関連の記述の充実を図るとと

もに、それを補完する副教材の作成、水族館や博物館など社

会教育施設あるいは水産業や海事産業など産業施設との有

機的な連携を推進し、海洋教育の総合的な支援体制を整備す

べきである。 

○小学校、中学校及び高等学校において、学習指導要領を踏

まえ、海洋に関する教育を充実させる。また、それらの取組

の状況を踏まえつつ、海洋に関する教育がそれぞれの関係す

る教科や総合的な学習の時間を通じて体系的に行われるよ

う、必要に応じ学習指導要領における取扱いも含め、有効な

方策を検討する。  

 

○海洋関連の副教材の作成を促進する。また、海洋に関する

教育の実践事例集や手引きなどの指導資料の作成、教員研修

の充実等を通じ、教育現場が主体的かつ継続的に取り組める

ような環境整備を行う。  

 

 

○海洋に関する教育の総合的な支援体制を整備する観点か

ら、学校教育と水族館や博物館等の社会教育施設、水産業や

海事産業等の産業施設、海に関する学習の場を提供する各種

団体等との有機的な連携を促進する。  

 

○海洋に係る夢を抱き、感動を覚えるなど、海洋の魅力を実

感できるよう、学協会等との協力の下、アウトリーチ活動を

重視した取組等を推進する。 
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表 2 海洋基本計画における海洋教育関連部分の新旧対照表 

新 旧 

第１部 海洋に関する施策についての基本的な方針 第１部 海洋に関する施策についての基本的な方針 

２ 本計画において重点的に推進すべき取組 

（４）人材の育成と技術力の強化 

海洋立国を実現していくためには、その前提として、海洋

に関わる人材の育成と技術力の強化を図っていくことが重

要となる。このため、小学校、中学校及び高等学校におけ

る海洋に関する教育を充実する。また、大学等における学

際的な教育や専門的な教育の推進、基礎的・先端的研究開

発の強化、産学官連携の推進等を通じて、海洋立国を支え

る多様な人材の育成と基盤的な技術力の強化に取り組む。

３ 本計画における施策の方向性 

（７）海洋教育の充実及び海洋に関する理解の増進 

初等中等教育及び高等教育のそれぞれで実施している海洋

に関する教育を充実するとともに、それらを体系的につな

げる方策を検討する。また、海洋に関する教育を支援する

観点から、関係機関、大学、民間企業等が行うアウトリー

チ活動等の有機的な連携を図る。 

人材の育成については、海洋産業及び海洋教育の担い手を

育成するとともに、中長期的な観点で将来の担い手の裾野

を広げるための方策を検討する。また、特定の分野の専門

的な知識を有する人材や、海洋に関する幅広い知識を有す

る人材の育成に取り組む。さらに、地域における産学官連

携のネットワークづくりを通じて、地域の特色をいかした

人材の育成を推進する。 

海洋に関する国民の理解の増進の観点から、国民が海を身

近に感じられるよう、幅広い参加が得られる行事や海洋観

光など、海洋に実際に触れ合う機会を充実させるとともに、

マスメディア、インターネット等を通じた情報発信、水族

館、博物館等とも連携した情報発信を検討する。また、海

洋に関する国民の声を施策に反映させる等、国と国民との

双方向での情報交換を推進する。さらに、マリンレジャー

等の安全対策や、海洋環境の保全についての啓発活動を引

き続き推進するとともに、海洋に関する我が国の歴史・文

化を知る機会となる水中遺跡の調査や、この保存・活用方

策の検討に取り組む。 

３ 科学的知見の充実 

・・・加えて、海洋という未知なる領域への挑戦は、人類

の知的欲求から発するものとして大いにこれを振興するこ

とが重要であるとともに、次世代を担う青少年を始めとす

る国民全体の海洋に関する理解、関心の増進につながるも

のであることから、次の世代を支える青少年が、海洋の夢

と未知なるものへの挑戦心を培うことができるような教育

及び普及啓発活動の充実が必要である。 

 

第２部 海洋に関する施策に関し、政府が総合的かつ計画

的に講ずべき施策 

第２部 海洋に関する施策に関し、政府が総合的かつ計画

的に講ずべき施策 

１２ 海洋に関する国民の理解の増進と人材育成 

（１）海洋に関する教育の推進 

○小学校、中学校及び高等学校において、学習指導要領を

踏まえ、海洋に関する教育を充実させる。また、それらの

取組の状況を踏まえつつ、海洋に関する教育がそれぞれの

関係する教科や総合的な学習の時間を通じて体系的に行わ

れるよう、必要に応じ学習指導要領における取扱いも含め、

有効な方策を検討する。 

○海洋関連の副教材の作成を促進する。また、海洋に関す

る教育の実践事例集や手引きなどの指導資料の作成、教員

研修の充実等を通じ、教育現場が主体的かつ継続的に取り

組めるような環境整備を行う。 

○海洋に関する教育の総合的な支援体制を整備する観点か

ら、学校教育と水族館や博物館等の社会教育施設、水産業

や海事産業等の産業施設、海に関する学習の場を提供する

各種団体等との有機的な連携を促進する。 

○海洋に係る夢を抱き、感動を覚えるなど、海洋の魅力を

実感できるよう、学協会等との協力の下、アウトリーチ活

動を重視した取組等を推進する。 

（２）海洋立国を支える人材の育成と確保 

ア 特定分野における専門的人材の育成と確保 

１２ 海洋に関する国民の理解の増進と人材育成 

（２）次世代を担う青少年等の海洋に関する理解の増進 

次世代を担う青少年を始めとする国民が、海洋に関し正し

い知識と理解を深められるよう、学校教育及び社会教育の

充実を図ることが重要である。このため、学校教育におい

ては、海洋基本法等の趣旨を踏まえて早急に高等学校の教

科「水産」の学習指導要領の見直しを行うとともに、現場

実習等を通じた実践的な教育を推進するほか、高等学校の

実習船等の整備を推進する。さらに、小学校、中学校及び

高等学校の社会や理科等において海洋に関する教育が適切

に行われるよう努めるほか、海洋に関する教育の実践事例

の提供を図るなど海洋教育の普及促進に努める。また、漁

村等における体験活動や、エコツーリズムの推進等を通じ

て、海洋に関する基本的知識や海洋に関する様々な課題に

関し、国民が行う学習活動への支援、水族館も含めた自然

系博物館等の場をいかした取組を推進する。さらに、海洋

に係る夢、感動、海洋の魅力を実感できるようにするため、

学協会等の協力を得つつ、アウトリーチ活動を重視した取

組等を推進する。 

（３）新たな海洋立国を支える人材の育成 

海洋に関する様々な政策課題に対応するためにも、科学的

┃5
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○海洋や水産に関する教育を行う高等学校において、現場

実習等を通じた実践的な教育を促進するとともに、実習船

等の着実な整備を引き続き推進する。 

○高等専門学校や海洋系・商船系・水産系の大学・大学校

において、海洋・海事・水産の分野における専門的な人材

を育成する。また、水産業及びその関連分野 における人材

を確保するため、将来の担い手の漁業への参入促進、実践

的な専門教育の充実、女性の参画の促進等を図る。さらに、

日本人船員を計画的に確保するため、退職海上自衛官等が

船員として就業するための環境整備を引き続き行う。 

○中長期的な観点から今後発展が期待できる海洋に関する

産業分野の人材や技術の専門家を養成・確保するため、産

業界や国の関係機関等における技術開発と大学等における

教育・研究が連動して一体的に行われる取組を推進する。

○国際的な研究プロジェクトにおいてリーダーシップを発

揮できる研究者を養成するため、異分野の研究者が国際的

な環境の下で研究を進めることが出来るような機会の確保

と拡大を図る。 

イ 海洋に関する幅広い知識を有する人材の育成と確保 

○大学及び大学院の学生の海洋に関わる理学・工学・農学

等の基礎的な能力を培うとともに、若手研究者の自発性・

独創性を伸ばしていくため、大学や研究機関等における海

洋分野の基礎的・先端的な研究を推進する。 

○大学等において、学際的な教育及び研究が推進されるよ

うカリキュラムの充実を図るとともに、産業界等とも連携

しながらインターンシップ実習の推進や、社会人再教育等

の実践的な取組を推進する。 

○IMO、UNESCO/IOC、大陸棚限界委員会、国際海洋法裁判所

等の海洋分野の国際機関に、引き続き我が国からの人的貢

献を行う。 

ウ 地域の特色をいかした人材の育成 

○地域の特色をいかした多様な知的海洋クラスターの創出

や、地域に根ざした海洋産業の創出等の観点から、様々な

制度を通じて、地域における産学官連携のネットワークづ

くりを推進する。 

○海洋に関する学部等を持つ大学が、それぞれの教育理念

に基づき、各地域において特色ある教育研究を行うため、

練習船、水産実験所、臨海実験所等の共同利用を推進する。

（３）海洋に関する国民の理解の増進 

○海洋に関する国民の理解と関心を喚起するため、国民の

祝日である「海の日」制定の意義に鑑み、「海の日」や「海

の月間」等の機会を通じて、練習船等の一般公開、各種海

洋産業の施設見学会や職場体験会、海岸清掃活動、海洋環

境保全、海洋安全、沿岸域についての普及啓発活動、マリ

ンレジャーの普及や理解増進等の多様な取組を、産学官等

で連携・協力の下、実施する。 

○海洋分野における普及啓発、学術推進、研究、産業振興

等において顕著な功績を挙げた個人・団体に対して、海洋

立国推進功労者表彰を継続的に実施する。 

○国民が海洋に触れ合う機会を充実する観点から、豊富な

魚介類、優れた海岸景観、歴史・文化等に培われた風土、

マリンレジャーに適した海洋空間等、地域それぞれが有す

る資源をいかした海洋観光等の取組を推進し、地域振興に

寄与する。 

○海洋国家である我が国の歴史・文化を知る上で重要な文

化遺産である水中遺跡について、観光資源等としての活用

を考慮しつつ、遺跡の保存や活用等に関する調査研究を進

める。 

○海洋に関する様々な情報をメディアやインターネット等

を通じて分かりやすく発信する。 

知見を充実させるためにも、また、国際競争力のある海洋

産業を育成していくためにも、必要な知識及び能力を備え

た優秀な人材を育成することが重要である。また、海洋に

関わる事象は相互に密接に関連していることから、海洋立

国を支える人材には、多岐にわたる分野につき総合的な視

点を有して事象を捉えることのできる幅広い知識や能力を

有する者を育成していくことが重要である。このため、大

学等において、学際的な教育及び研究が推進されるようカ

リキュラムの充実を図るとともに、産業界とも連携しなが

らインターンシップ実習の推進や、社会人再教育等の取組

を推進する。 
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3) 改訂に向けた具体的施策の策定・実施 

 昨年度の研究報告でも指摘したとおり、学習指導要領の次期改訂に向けての必要条件は単に海洋教育の重

要性を訴えるだけでは不十分であり、①社会的な必要性の認知、②実践の推進、③政策的な働きかけ、の 3

つを広域的かつ重層的に行う必要がある。またこれら条件整備は次期改訂までの限られた時間内に効果的に

実施されなければならない。このような背景のもと、条件整備の全体戦略を議論・検討するための枠組みと

して日本財団が 2013 年 7月に海洋教育戦略会議を立ち上げたが、当財団もこれに参画し特に海洋政策面にお

いて協力を行った。海洋教育戦略会議の活動としては、8月 25 日開催の第 9回海洋基本法戦略研究会の場に

おいて、海洋基本法制定以降もわが国の海洋教育の推進が遅れている現状を踏まえ、海洋基本法戦略研究会1

が今後学校教育における海洋教育の問題を取り上げて議論してもらうよう、日本財団の尾形武寿理事長より

意見具申を行った。また次期改訂に向けての戦略について検討を行い、表 3のような目標を設定した。 

 

表 3 学習指導要領に海洋教育を位置づけるために必要な達成事項 

諮問文または大臣挨拶文で、海洋の重要性に触れる

文科省内で海洋教育に関する検討を開始 （内容・教

材・指導方法・教員養成など）

中間答申・最終答申で、海洋教育の重要性に言及

学習指導要領事務局案の「総則」および「総合学習」

の中に海洋の文言が含まれる

実施体制の整備開始

全ての学校で海洋教育が実施できる体制
平成32年度

(2020)

平成31年度

(2019)

平成30年度

(2018)

平成29年度

(2017)

平成28年度

(2016)

平成27年度

(2015)

平成26年度

(2014)

平成25年度

(2013)

高校中学校小学校道徳

文科大臣が中教審に諮問

中教審で議論

改訂・告示

教科書会社が教科書作成

文部科学省による検定

教育委員会が教科書採択

全面実施

文科相が

中教審に

諮問

中教審で

議論・改

訂

教科書

作成

教科書

検定

教科書

採択

全面

実施

改訂までの流れ（予想）

具体的な達成目標

※2013年12月29日付東京新聞記載の図を基に作成

 

注：上記は図 1学習指導要領改訂のスケジュール（3ページ）を更新して作成 

 

左側は文部科学省における学習指導要領改訂までのスケジュールで、右側は海洋教育を学習指導要領に反

映させるために改訂作業の各段階において達成されるべき状況を具体的に示したものである。学習指導要領

の改訂までには、大きく分けて諮問時、審議中、答申時、告示時の 4 つの段階があり、それぞれの段階で海

洋がどのように位置付いているかが重要となる。第一に諮問時においては、中教審が審議を行う前提条件と

して海洋の重要性をあらかじめ位置づけておくことが重要であり、よって諮問文あるいは諮問にあたっての

大臣挨拶文の中で海洋の重要性を言及することが不可欠である。第二に中教審での審議の段階においては、

中教審の審議と並行して文科省事務局において海洋教育の実施のための具体的な検討が行われる必要があり、

文科省内にこの検討を行う担当を配置するなど体制が整備されなければならない。第三に中間答申、最終答

                              

1 海洋基本法の制定に尽力した超党派の国会議員や海洋関係各分野の有識者らで構成する研究会（代表世話

人：石破茂自由民主党幹事長） 
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申の 2 つの答申時においては、答申の中に海洋を学ぶの重要性が明記されていなければならない。第四に、

文科省事務局が作成する学習指導要領改訂案の総則並びに総合的な学習の時間において海洋に関する文言が

明確に位置づけられることである。以上 4 点の実現が、学習指導要領に海洋教育を位置づけるための基本的

な必要条件であると考えられる。 

 

(2) 海洋教育普及に必要な教育環境の研究 

1) 義務教育での海洋教育実施条件の分析 

 海洋基本法制定以降もわが国の海洋教育の推進が遅れている理由の一つが、学校教育の教育課程、つまり

学習指導要領に海洋教育の内容が明確に位置付いていないことである。これは 2012 年 3月に実施した海洋教

育に関する全国アンケート調査においても現場教員から指摘されている。他方で、このアンケート調査では

回答した 6,706校のうち約 2割の学校で総合的な学習の時間を含めて海洋教育が行われているとの結果が出

た。学習指導要領における位置づけが不明確な中で海洋教育を積極的に実施している学校の事例分析は、海

洋教育を実施するための条件を見出す可能性がある。そこで回答校のデータについてロケーション、学校、

教員の 3つの属性から着目し、義務教育の段階で海洋教育が行われるための条件抽出を試みた。 

 

1) 学校のロケーションと海洋教育の関連性 

表 4 都道府県別の海洋教育の実施状況の結果

 

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

未

実

施

教

科

書

の

範

囲

総

合

で

メ

イ

ン

テー

マ

に

総

合

で

ト

ピッ

ク

ス

に

教

科

と

総

合

の

連

携

課

外

未

回

答

3～

6

計

合

計

未

実

施

教

科

書

の

範

囲

総

合

で

メ

イ

ン

テー

マ

に

総

合

で

ト

ピッ

ク

ス

に

教

科

と

総

合

の

連

携

課

外

未

回

答

3～

6

計

合

計

北海道 44 171 23 35 1 3 9 62 286 15.4 59.8 8.0 12.2 0.3 1.0 3.1 21.7 100.0

青森県 25 78 7 12 1 1 1 21 125 20.0 62.4 5.6 9.6 0.8 0.8 0.8 16.8 100.0

岩手県 20 96 9 16 0 2 3 27 146 13.7 65.8 6.2 11.0 0.0 1.4 2.1 18.5 100.0

宮城県 31 146 8 24 2 2 4 36 217 14.3 67.3 3.7 11.1 0.9 0.9 1.8 16.6 100.0

秋田県 10 90 2 6 0 2 2 10 112 8.9 80.4 1.8 5.4 0.0 1.8 1.8 8.9 100.0

山形県 25 46 7 12 3 1 2 23 96 26.0 47.9 7.3 12.5 3.1 1.0 2.1 24.0 100.0

福島県 21 116 1 7 2 2 3 12 152 13.8 76.3 0.7 4.6 1.3 1.3 2.0 7.9 100.0

北海道・東北地方 176 743 57 112 9 13 24 191 1,134 15.5 65.5 5.0 9.9 0.8 1.1 2.1 16.8 100.0

茨城県 33 176 2 7 2 6 2 17 228 14.5 77.2 0.9 3.1 0.9 2.6 0.9 7.5 100.0

栃木県 22 103 4 16 4 8 7 32 164 13.4 62.8 2.4 9.8 2.4 4.9 4.3 19.5 100.0

群馬県 16 64 1 3 0 9 2 13 95 16.8 67.4 1.1 3.2 0.0 9.5 2.1 13.7 100.0

埼玉県 38 146 3 3 2 3 6 11 201 18.9 72.6 1.5 1.5 1.0 1.5 3.0 5.5 100.0

千葉県 43 216 12 22 1 1 10 36 305 14.1 70.8 3.9 7.2 0.3 0.3 3.3 11.8 100.0

東京都 54 188 10 18 5 14 12 47 301 17.9 62.5 3.3 6.0 1.7 4.7 4.0 15.6 100.0

神奈川県 38 142 9 17 4 2 4 32 216 17.6 65.7 4.2 7.9 1.9 0.9 1.9 14.8 100.0

山梨県 8 75 1 0 3 1 1 5 89 9.0 84.3 1.1 0.0 3.4 1.1 1.1 5.6 100.0

関東地方 252 1,110 42 86 21 44 44 193 1,599 15.8 69.4 2.6 5.4 1.3 2.8 2.8 12.1 100.0

新潟県 35 133 4 21 1 6 2 32 202 17.3 65.8 2.0 10.4 0.5 3.0 1.0 15.8 100.0

富山県 14 61 0 5 1 5 3 11 89 15.7 68.5 0.0 5.6 1.1 5.6 3.4 12.4 100.0

石川県 12 59 1 6 0 8 4 15 90 13.3 65.6 1.1 6.7 0.0 8.9 4.4 16.7 100.0

福井県 7 49 4 12 0 3 3 19 78 9.0 62.8 5.1 15.4 0.0 3.8 3.8 24.4 100.0

長野県 21 72 5 9 0 9 6 23 122 17.2 59.0 4.1 7.4 0.0 7.4 4.9 18.9 100.0

信越・北陸地方 89 374 14 53 2 31 18 100 581 15.3 64.4 2.4 9.1 0.3 5.3 3.1 17.2 100.0

岐阜県 24 84 14 27 1 5 2 47 157 15.3 53.5 8.9 17.2 0.6 3.2 1.3 29.9 100.0

静岡県 36 130 13 26 6 4 10 49 225 16.0 57.8 5.8 11.6 2.7 1.8 4.4 21.8 100.0

愛知県 51 173 6 24 1 5 5 36 265 19.2 65.3 2.3 9.1 0.4 1.9 1.9 13.6 100.0

三重県 13 82 12 20 2 5 6 39 140 9.3 58.6 8.6 14.3 1.4 3.6 4.3 27.9 100.0

東海地方 124 469 45 97 10 19 23 171 787 15.8 59.6 5.7 12.3 1.3 2.4 2.9 21.7 100.0

滋賀県 11 47 2 3 1 1 4 7 69 15.9 68.1 2.9 4.3 1.4 1.4 5.8 10.1 100.0

京都府 7 39 10 8 1 4 12 23 81 8.6 48.1 12.3 9.9 1.2 4.9 14.8 28.4 100.0

大阪府 20 92 10 18 2 17 7 47 166 12.0 55.4 6.0 10.8 1.2 10.2 4.2 28.3 100.0

兵庫県 29 115 18 31 3 8 12 60 216 13.4 53.2 8.3 14.4 1.4 3.7 5.6 27.8 100.0

奈良県 6 54 5 6 1 2 5 14 79 7.6 68.4 6.3 7.6 1.3 2.5 6.3 17.7 100.0

和歌山県 5 59 4 21 2 4 1 31 96 5.2 61.5 4.2 21.9 2.1 4.2 1.0 32.3 100.0

近畿地方 78 406 49 87 10 36 41 182 707 11.0 57.4 6.9 12.3 1.4 5.1 5.8 25.7 100.0

鳥取県 8 34 1 4 0 1 3 6 51 15.7 66.7 2.0 7.8 0.0 2.0 5.9 11.8 100.0

島根県 11 72 4 9 0 2 3 15 101 10.9 71.3 4.0 8.9 0.0 2.0 3.0 14.9 100.0

岡山県 14 81 20 35 5 9 13 69 177 7.9 45.8 11.3 19.8 2.8 5.1 7.3 39.0 100.0

広島県 7 80 9 14 1 7 3 31 121 5.8 66.1 7.4 11.6 0.8 5.8 2.5 25.6 100.0

山口県 7 66 6 15 1 5 7 27 107 6.5 61.7 5.6 14.0 0.9 4.7 6.5 25.2 100.0

中国地方 47 333 40 77 7 24 29 148 557 8.4 59.8 7.2 13.8 1.3 4.3 5.2 26.6 100.0

徳島県 6 33 2 10 3 8 5 23 67 9.0 49.3 3.0 14.9 4.5 11.9 7.5 34.3 100.0

香川県 11 45 5 6 1 4 3 16 75 14.7 60.0 6.7 8.0 1.3 5.3 4.0 21.3 100.0

愛媛県 10 74 6 13 0 5 2 24 110 9.1 67.3 5.5 11.8 0.0 4.5 1.8 21.8 100.0

高知県 7 51 9 11 1 3 6 24 88 8.0 58.0 10.2 12.5 1.1 3.4 6.8 27.3 100.0

四国地方 34 203 22 40 5 20 16 87 340 10.0 59.7 6.5 11.8 1.5 5.9 4.7 25.6 100.0

福岡県 36 161 9 25 1 7 8 42 247 14.6 65.2 3.6 10.1 0.4 2.8 3.2 17.0 100.0

佐賀県 3 47 5 9 0 2 0 16 66 4.5 71.2 7.6 13.6 0.0 3.0 0.0 24.2 100.0

長崎県 7 53 10 19 1 3 3 33 96 7.3 55.2 10.4 19.8 1.0 3.1 3.1 34.4 100.0

熊本県 16 94 7 32 1 5 5 45 160 10.0 58.8 4.4 20.0 0.6 3.1 3.1 28.1 100.0

大分県 11 34 12 6 0 4 6 22 73 15.1 46.6 16.4 8.2 0.0 5.5 8.2 30.1 100.0

宮崎県 17 73 2 3 1 2 3 8 101 16.8 72.3 2.0 3.0 1.0 2.0 3.0 7.9 100.0

鹿児島県 23 72 12 24 6 8 8 50 153 15.0 47.1 7.8 15.7 3.9 5.2 5.2 32.7 100.0

沖縄県 9 41 14 25 4 3 9 46 105 8.6 39.0 13.3 23.8 3.8 2.9 8.6 43.8 100.0

九州・沖縄地方 122 575 71 143 14 34 42 262 1,001 12.2 57.4 7.1 14.3 1.4 3.4 4.2 26.2 100.0

計 922 4,213 340 695 78 221 237 1,334 6,706 13.7 62.8 5.1 10.4 1.2 3.3 3.5 19.9 100.0

度数(校) 割合(％)
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表 4 は、都道府県別の海洋教育の実施状況の結果である。これらの中から教科書の範囲内で実施している

都道府県について、割合が多いものと少ないもの上位 10 件を抜き出したものが表 5である。 

 

表 5 海洋教育を教科書の範囲内と教科以外で実施している県の順位 

教科書の範囲内での実施          総合学習など教科以外での実施 

 

 

比較すると、教科書の範囲内で実施していると回答した都道府県では、総合的な学習の時間などの教科以

外で実施している割合が低く、逆に総合的な学習の時間などの教科以外で多く実施している都道府県は教科

書の範囲内での実施割合が低いという対称的な結果となった。教科書での実施と総合的な学習の時間など教

科外での実施とは相反する傾向にあることがわかった。また総合的な学習の時間など教科以外で取り組んで

いる都道府県は、西日本に集中していることがわかり、海洋教育は西高東低の傾向にあることもわかった。 

 都道府県がマクロな地域特性であるとすれば、市町村レベルでのミクロな地域特性についても見る必要が

ある。そこで学校の立地について、海から徒歩 15 分程度、徒歩 30 分から 1 時間程度、電車やバスでの移動

が必要な距離、の 3 つから選択してもらった回答と海洋教育実施状況の回答のクロス集計からミクロな特性

を分析した(表 6)。 

表 6 ロケーション別の海洋教育の実施状況

 

 

     海から近い                             海から遠い 

図 2 海からの距離による海洋教育の実施状況の違い 

1 2 3 4 5 6 0 3～6

未

実

施

教

科

書

の

範

囲

総

合

メ

イ

ン

総

合

ト

ピッ

ク

総

合

教

科

連

携

課

外

未

回

答

教

科

以

外

で

実

施

59 282 157 237 28 49 60 471 872

6.8 32.3 18.0 27.2 3.2 5.6 6.9 54.0

112 673 55 144 8 30 31 237 1,053

10.6 63.9 5.2 13.7 0.8 2.8 2.9 22.5

735 3,203 123 304 42 139 96 608 4,642

15.8 69.0 2.6 6.5 0.9 3.0 2.1 13.1

16 55 5 10 0 3 50 18 139

11.5 39.6 3.6 7.2 0.0 2.2 36.0 12.9

922 4,213 340 695 78 221 237 1,334 6,706

13.7 62.8 5.1 10.4 1.2 3.3 3.5 19.9

3 電車やバス

0 未回答

計

※下段の数字は％

質問3：海洋教育の実施状況

計

質

問

1

1 徒歩15分程度

2
徒歩30～

1時間程度

未実施

7%

教科書の範

囲

32%

総合メイン

18%

総合トピッ

ク

27%

総合教科連

携

3%

課外

6%

未回答

7%

徒歩15分程度で海に行ける

学校(872校)の「海洋教育」実施状況

未実施

10%

教科書の範

囲

64%

総合メイン

5%

総合トピッ

ク

14%

総合教科

連携

1%

課外

3%

未回答

3%

徒歩30分～1時間程度で海に行ける

学校(1,053校)の「海洋教育」実施状況

未実施

16%

教科書の範

囲

69%

総合メイン

3%

総合ト

ピック

6%

総合教

科連携

1%

課外

3%

未回答

2%

電車やバスを使わないと海に行けない

学校(4,642校)の「海洋教育」実施状況
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図 2 で明らかなように学校の立地（海からの距離）と海洋教育の実施状況との間には明確な相関が見られ

る。海に近ければ総合的な学習の時間で取り扱い割合が多く、遠くなるにつれて教科書に依存した内容とな

る。以上から、学校のロケーションは海洋教育の実施に影響を及ぼす要因であると考えることができる。 

 

2) 学校と海洋教育の関連性 

 次に学校の属性について検証した。今回のアンケートでは小中学校を対象としたため、まず小学校と中学

校との違いに着目した。表 7 は小中学校別の海洋教育の実施状況と、ロケーションとのクロス集計の結果で

ある。ここでは詳細な比較ではなく全体的な割合を比較したが、表 7 からわかるように、小学校も中学校も

学校のロケーションと海洋教育実施状況との相関は比較的似たような形になっており、明らかな違いを見出

すことはできなかった。 

 

表 7 小中学校別の海洋教育の実施状況とロケーションとのクロス集計の結果

 

そこで学年別のデータを検証することとした（表 8）。アンケート回答では学年毎の海洋教育の実施状況を

問う設問はなかったため、総合的な学習の時間や特別活動で海洋教育に取り組んでいると回答した学校のう

ち、自由記述欄に具体的な記述があった内容から整理抽出して集計した。小学校 1038校、中学校で 430校が

ら回答があったが、小学校では 5 年生、中学校では 1 年生で多く取り上げる傾向にあり、海洋教育を行いや

すい学年があることがわかった。 

表 8 学年毎の海洋教育の実施状況  

 

未

実

施

教

科

書

の

範

囲

総

合

で

メ

イ

ン

テー

マ

に

総

合

で

ト

ピッ

ク

ス

に

教

科

と

総

合

の

連

携

総

合（

3

～

5

の

合

計） 課

外

未

回

答

19 161 120 159 21 300 28 42 550

3.5 29.3 21.8 28.9 3.8 54.5 5.1 7.6

45 387 44 95 7 146 19 21 618

7.3 62.6 7.1 15.4 1.1 23.6 3.1 3.4

369 2,079 83 215 32 330 102 70 2,950

12.5 70.5 2.8 7.3 1.1 11.2 3.5 2.4

6 33 4 6 0 10 3 33 85

7.1 38.8 4.7 7.1 0.0 11.8 3.5 38.8

439 2,660 251 475 60 786 152 166 4,203

10.4 63.3 6.0 11.3 1.4 18.7 3.6 3.9

40 121 35 77 4 116 20 17 314

12.7 38.5 11.1 24.5 1.3 36.9 6.4 5.4

67 286 11 49 1 61 10 10 434

15.4 65.9 2.5 11.3 0.2 14.1 2.3 2.3

365 1,122 40 88 10 138 37 26 1,688

21.6 66.5 2.4 5.2 0.6 8.2 2.2 1.5

10 22 1 4 0 5 0 17 54

18.5 40.7 1.9 7.4 0.0 9.3 0.0 31.5

482 1,551 87 218 15 320 67 70 2,490

19.4 62.3 3.5 8.8 0.6 12.9 2.7 2.8

921 4,211 338 693 75 1,106 219 236 6,693

13.8 62.9 5.1 10.4 1.1 16.5 3.3 3.5

徒歩30分～

1時間程度小

学

校

中

学

校

徒歩15分

徒歩30分～

1時間程度

電車やバス

未回答

質

問

1

：

ロ

ケー

ショ

ン

小計

未回答

合計

※下段の数字は％

質問3：海洋教育の実施状況

計

徒歩15分

電車やバス

小計
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この理由として学習指導要領の記述に注目した。現在、学習指導要領で海洋に関する記述を含む部分は、

小学校第 5学年社会、および中学校社会〔地理的分野〕、〔公民的分野〕、理科〔第 2分野〕である。中学校の

社会と理科は学年毎の記述はない。このデータのみでは明確な相関は導き出すことはできないが、小学校に

ついてのみ言えば学習指導要領に唯一海洋に関する記述がある 5 年生で海洋教育実施割合が高いことは注目

に値する。そこで海洋教育を行っている具体的な教科についてのデータ(表 9)を見ることとした。社会は比

較的高い割合を示しており、学習指導要領との関連が推察できる。 

 

表 9 海洋教育の教育課程上の位置づけ 

 

なお、学習指導要領に海洋教育の内容が明確に位置付いていない現状において、海洋教育の実施の多くは

総合的な学習の時間が担っていることが判明した。それらのうち地域学習テーマを自由記述から抽出すると

表 10のように整理できた。 

 

表 10 海洋学習の種類 

 

 

これらテーマ毎の実施を小中学校別にカウントしたものが図 3である。注目すべきは清掃活動、危機管理、

職場体験であろう。これらは教科とは直接の関連が無いが、ボランティア・社会奉仕活動、安全教育、キャ

リア教育の一環で海洋に関連した内容が実施されたものと考えられる。これらは学習指導要領の総則におい

て、小学校では集団宿泊活動やボランティア活動，自然体験活動、中学校では職場体験活動やボランティア

活動，自然体験活動などの豊かな体験が謳われており、また道徳や総合的な学習の時間、特別活動〔学校行

事〕においても同様の活動が謳われている。海洋教育の時間枠が理科や社会などの教科だけではないことが

データとして明らかになったことは興味深い。小中学校の海洋教育において学習指導要領の記述内容は影響

を与えうる要素であり、その意味では教科だけでなく総則など幅広く海洋の重要性を謳うことが有効である

ことが推察できる。 

海洋産業 海上輸送や造船など

水産 漁業、海産物を使った製品作り

危機管理 ライフセービング、危険生物についての学習

清掃活動 海辺の清掃活動（漂流物調査は除く）

地域学習 近場の海での生物調査等

地域特性
その地域独自の海洋教育（カブトガニの放流、アカウミガメの

見学、地域独自の文化体験等）

職業体験 漁業などの職業体験

学校特性 その学校独自で掲げている海洋教育
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図 3 海に関する活動や学習 

 

3) 教員と海洋教育の関連性 

教員が海洋教育の実施に影響を与える要素であることはこれまでも様々な調査レポートで指摘されてきた

2。本格的な海洋教育の多くは総合的な学習の時間が担っており、学習テーマの選定が学校に裁量が与えられ

ているこの時間枠においては、教員の熱意や地域のニーズなどの影響を受けやすいと考えられる。そこでア

ンケート結果から教員と海洋教育の実施との関係を裏付けるデータを抽出することを試みた。しかし、今回

のアンケート結果からは実施している海洋教育とアンケート回答者との間に関係性を見出すことできず、教

員の属性が海洋教育の実施条件に影響が与える相関を導き出すことはできなかった。一方、回答者の属性を

集計すると表 11と図 4のようになる。 

 

表 11 アンケート回答者の属性

 

 
図 4 アンケート回答者の指導教科 

                              

2 例えば「海洋政策研究財団（2009）21世紀の海洋教育に関するグランドデザイン」など 
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この結果、アンケート回答作業を担当した教員の多くが理科を専門としていることが判明した。これは海

洋教育とは理科の範疇であるという意識が学校関係者の中に強いのではないかと推測することができる。 

以上、アンケート結果から海洋教育の実施条件を見出すことを試みでは、小中学校の海洋教育の実施にお

いては、学校のロケーションが大きく影響すること、実施が特定の学年に偏っていること、海洋教育は理科

という認識が強いことが推察できた。 

 

(3) 外部支援体制の組織化 

 日本財団、東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センターと協力し、お茶の水女子大学、岡山大学、

琉球大学、横浜国立大学など海洋教育研究拠点大学との連携会議を通じて、海洋教育研究の進捗状況と方向

性について情報共有を図るとともに、これら機関が個別に有するネットワークの連携に向けた検討を行った。

また後述する海洋教育の全国調査で明らかとなった外部支援機関の分類を進め、学校のニーズや実態に即し

た外部支援体制の検討を始めた。その結果、外部から支援を受けている学校の 3 割以上が漁業協同組合など

漁業関係であることが判明した。今後はこの調査結果を参考に、外部支援体制の組織化について検討を進め

る予定である。 

 

(4) 教育研究の推進 

1) 各国における海洋教育の実施状況比較調査 

学習指導要領の次期改訂において海洋に関する内容の取り扱い拡充を図るには、学校教育で海洋教育を推

進するための合理的根拠が必要である。その際に有益な根拠となるのが、諸外国との比較による海洋教育の

客観的評価である。しかし現時点ではこのようなデータは存在しないことから、本事業では海洋先進各国に

おける海洋教育の状況を調査し、わが国の現状と比較検討を行い、わが国の置かれている状況を示した。 

具体的な調査内容としては、海洋先進国として基本法や海洋政策を有する諸外国を対象に、海洋教育の現

状を把握するための調査を行った。後述の各国における海洋教育の実施状況比較表（表 16）にあるとおり、

対象国（日本、アメリカ、カナダ、英国、フランス、オーストラリア、ニュージーランド、中国（台湾）、韓

国）の海洋教育政策（教育体系、海洋政策関連、学習到達度）をあげ、関連する内容の文献調査を行なうと

ともに主な内容をまとめた。 

 

調査の実施体制 

10 月：フレーム作成 

11 月～12 月：資料選定、資料収集、フレーム記入、ヒアリング 

1 月～2 月：見直し、追加ヒアリング 

3 月：とりまとめ、委員会提出(承認) 

 

本調査では、国際的な学習到達度調査として知られている OECD（経済協力開発機構）の生徒の学習到達度

調査「PISA（Programme for International Student Assessment）」と IEA(国際教育到達度評価学会)の国際

数学・理科教育調査「TIMSS（Trends in International Mathematics and Science Study）」の概要も調査し

た。具体的には、設問内容が海に関連する項目において、各国の成績の違いを把握することを試みた。しか

し、入手できた PISA2009 の設問内容を調査してみると、海洋教育に直接関連する設問があるとは断言できな

い事がわかった。これは、PISAが海を持たない国も尊重して設問を作っている、あるいは、PISAが調査内容

の一貫性を保つために設問に工夫を加えていることなどが理由として考えられる。TIMSS については、結果

の正確性を高めるために問題がほぼ非公開だったため、設問内容を詳細に調査することが出来なかった。更

に、PISAと TIMSSのいずれにおいても設問毎の各国の点数を抽出することは出来なかった。これらの制約が
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あったことから「各国における海洋教育の実施状況比較表」には、PISA2009 と 2012、および、TIMSS 2011

の各国の成績のみを記載した。PISAと TIMSSの調査概要は下記の通り（表 12-15）。 

 

表 12 PISAおよび TIMSSの概要 

学力調査 PISA：OECD生徒の学習到達度調査 TIMSS：国際数学・理科教育調査 

実施組織 経済協力開発機構（OECD） 国際教育到達度評価学会（IEA） 

対象 義務教育の終了段階にある 15歳の生

徒 

小４・中２を対象とした国際比較教

育調査 

実施国 65カ国（2009 年） 46カ国（2003 年） 

実施間隔 2000 年より 3年ごと 1995 年より 4年ごと  

内容 義務教育終了段階で身につけた知識

や技能が実生活の様々な場面で直面

する課題にどの程度活用できるかを

評価するものであり、読解的リテラシ

ー（読解力）、数学的リテラシー、科

学的リテラシーを主体として調査さ

れる。毎回メインテーマが存在し、読

解力、数学的知識、科学的知識の順番

でメインテーマが移っていく。 2000

年は読解力からスタート。 

学校教育で得た知識や技能がどの

程度習得されているかを評価する

ものであり、調査目的は「初等中等

教育段階における算数・数学及び理

科の教育到達度（educational 

achievement）を国際的な尺度によ

って測定し、児童・生徒の環境条件

等の諸要因との関係を参加国間に

おけるそれらの違いを利用して組

織的に研究する。 

情報公開 問題は前回分を除き公開。調査結果の

データファイルは、OECD_PISA公式サ

イトより入手可能。 

過去の実施結果との対応により、結

果の正確性を高めるため、問題はほ

ぼ非公開。 

 

 

設問の検索語句：sea(7), ocean(4), earth(33), climate(7), global(5), fish(7), coast(0), tsunami(0), 

earthquake(37), marine(1), plankton(0), ozone(51), energy(15), current(1), warming(1), carbon 

cycle(0), water(126), boat(4), ship(1), vessel(0), liner(0). 

 

 

表 13 PISA 2009において海洋関連用語を用いた設問の番号 

読解 8：ギフト 

 

数学 18：地震 

数学 27：地球温暖化 

数学 43：灯台の点灯パターンの問題 

科学 1：地球、地震 

科学 2：オゾン層について 

科学 3：日照 

科学 5：温室化効果 

科学 7：グランドキャニオンの形成 

科学 10：酸性雨 

科学 15：気候変動 

科学 19：飲料水 

科学 23：イトヨ生態 

科学 34：風力発電 

科学 44：CO２削減 
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表 14 TIMSS 2007において海洋関連用語を用いた設問の番号 

小４ 

1．生物（蛾の成長） 

2．物理化学（物のあたたまり方）

3．物理化学（物質の重量） 

中２ 

1．化学（混合物の分離） 

2．化学（質量保存） 

3．物理（磁石） 

4．生物（光合成） 

 

表 15 TIMSS 2003において海洋関連用語を用いた設問の番号 

小４ 

1．地学（日当り） 

2．物理化学（物質の性質） 

3．地学（農作物の育成） 

4．物理化学（固体、液体） 

5．物理化学（ロウソク） 

6．生物（胎生動物分類） 

7．生物（昆虫） 

8．物理化学（積み木の質量） 

中２ 

1．物理（光） 

2．地学（大気と気温） 

3．化学（物質の分離） 

4．生物（食物連鎖） 

5．物理（円運動） 

6．地学（引力） 

7．生物（遺伝的性質） 

8．物理（懐中電灯） 
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表���� 各国における海洋教育の実施状況比較表（����年 �月時点）�
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2) 学生の海の理解度調査 

全国の小中学校児童を対象にインターネットを利用した海洋に関する基礎知識調査を実施し、発達段階に応

じた海洋に関する理解度の測定を行った。実施規模は小中学校併せて 1000 名程度とし、回答結果について統

計的分析を行った。 

 

あしたねクイズ「全国対抗の小学生・中学生 4択クイズ」トップページ 

 

 

□実施媒体 

web サイト「あしたね」（運営：学校ネット株式会社）http://www.ashitane.net/ 

「全国対抗の小学生・中学生 4択クイズ」http://q.ashitane.net/ 

 

□実施期間 

クイズ公開日：2014 年 1月 23 日   集計対象期間：2014 年 1月 30 日～3月 20日 

 

□延べ回答者人数 

小学生 2,626 人 ＋ 中学生 1,381 人 ＝ 計 4,007 人 

※集計対象：学校向けの IDを発行したユーザの初回挑戦時のみ集計 
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クイズ目次ページ 

 

 

 

海に関するクイズを 6問 1セットで 6セット配信。1セット終了すると点数と解答が示される。1人が複数セ

ットに挑戦してもよいし、1セットのみでもよい。 

 

平均点は 42.4 点であった。全セットの満点率は 3.0%と低く、正答率よりも誤答率が高いクイズが 36問中 22

問であった。また、正解よりも選択率が高い選択肢があったクイズが 36問中 12問あった。 

 

全クイズの小学生の正答率が 44.4%で、中学生の 43.4%よりも高かった。また、小学生の方が中学生よりも正

答率が高いクイズが 36問中 19 問であった。 
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海の防災・安全クイズ 表紙 

 

 

□回答者数 

小学生 354 人 ＋ 中学生 167 人 ＝ 計 521 人 

※集計対象期間：2014 年 1月 30 日～3月 20 日 

※集計対象：学校向けの IDを発行したユーザの初回挑戦時のみ集計 

 

平均点は 51.2 点、満点率は 4.2%であった。平均点は他のセットと比べて 2 番目に高く、満点率も 2 番目に

高かった。  

┃27



25 

海の防災・安全クイズ 第 1問 

 

 

 

正答率は 39.7%（回答者数 521 人）であった。小学生の正答率が 40.7%で、中学生の 37.7%より高かった。 
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海の防災・安全クイズ 第 2問 

 

 

 

正答率は 72.4%（回答者数 521 人）であった。他の設問に比べ 2番目に正答率が高かった。 

 

┃29



27 

海の防災・安全クイズ 第 3問 

 

 

 

正答率は 45.7%（回答者数 521 人）であった。 
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海の防災・安全クイズ 第 4問 

 

 

 

正解は 3. 約 10m/秒で選択率が 39.0%（回答者数 521 人）と他の選択肢に比べて最も高かったが、4. 100m/

秒の選択率も 31.7%と高く、津波は速いというイメージを持っている回答者が多いことがうかがえた。 

 

北海道・東北地方の正答率が 14.3%と他の地域に比べて最も低かった。北海道・東北地方においては、4. 約

100m の選択率が 42.9%と他の地域に比べて最も高い一方で、1. 約 50cm の選択率も 28.6%と他の地域に比べ

て最も高かった。 
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海の防災・安全クイズ 第 5問 

 

 

 

正答率は 81.2%（回答者数 521 人）であった。他の設問に比べ最も正答率が高かった。東日本大震災による

津波被害を受けて関心が高いことが考えられる。 

 

北海道・東北地方の正答率が 85.7%と他の地域に比べて最も高かった。特に、北海道・東北地方においては、

1. 様子を見るの選択率が 0.0%であった。 
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海の防災・安全クイズ 第 6問 

 

 

 

正答率は 41.1%（回答者数 521 人）であった。 
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海の防災・安全クイズ 答え合わせ 
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海の輸送と資源開発クイズ 表紙 

 

 

 

□回答者数 

小学生 330 人 ＋ 中学生 156 人 ＝ 計 486 人 

※集計対象期間：2014 年 1月 30 日～3月 20 日 

※集計対象：学校向けの IDを発行したユーザの初回挑戦時のみ集計 

 

回答者数が他のセットに比べて最も低かった。平均点は 35.3 点、満点率は 1.6%であった。平均点も満点率

も他のセットに比べて最も低かった。 
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海の輸送と資源開発クイズ 第 1問 

 

 

 

正答率は 16.5%（回答者数 486 人）であった。他の設問に比べ最も正答率が低かった。3. 約 70%の選択率が

52.3%で最も多く、次いで 2. 約 50%の選択率が 25.9%であった。正解は 4. 約 99%であり、重量ベースでは圧

倒的に海上輸送に頼っているにもかかわらず、その認知度は低いと言えるだろう。小学生の正答率が 17.6%

で、中学生の 14.1%より高かった。 

 

四国地方における正答率が 7.1%と他の地域に比べて最も低く、また九州・沖縄地方における正答率も 8.8%

と低かった。 
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海の輸送と資源開発クイズ 第 2問 

 

 

 

正答率は 20.0%（回答者数 486 人）であった。他の設問に比べ正答率が 3番目に低かった。3. カリブ海の選

択率が 53.7%と正解の選択率の倍以上あり、カリブの海賊というイメージが強いことが考えられる。小学生

の正答率が 21.2%で、中学生の 17.3%より高かった。 
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海の輸送と資源開発クイズ 第 3問 

 

 

 

正答率は 39.1%（回答者数 486 人）であった。小学生の正答率が 39.7%で、中学生の 37.8%より高かった。 
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海の輸送と資源開発クイズ 第 4問 

 

 

 

正答率は 50.4%（回答者数 486 人）であった。 
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海の輸送と資源開発クイズ 第 5問 

 

 

 

正答率は 53.9%（回答者数 486 人）であった。 
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海の輸送と資源開発クイズ 第 6問 

 

 

 

正答率は 40.1%（回答者数 486 人）であった。 
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海の輸送と資源開発クイズ 答え合わせ 
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海の食べ物クイズ 表紙 

 

 

 

□回答者数 

小学生 725 人 ＋ 中学生 406 人 ＝ 計 1,131 人 

※集計対象期間：2014 年 1月 30 日～3月 20 日 

※集計対象：学校向けの IDを発行したユーザの初回挑戦時のみ集計 

 

回答者数が他のセットに比べて最も多かった。平均点は 38.6 点、満点率は 2.1%であった。平均点は他のセ

ットに比べて 2番目に低く、満点率は 3番目に低かった。 
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海の食べ物クイズ 第 1問 

 

 

 

正答率は 42.1%（回答者数 1,131 人）であった。小学生の正答率が 44.8%で、中学生の 37.2%より高かった。 
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海の食べ物クイズ 第 2問 

 

 

 

正答率は 31.3%（回答者数 1,131 人）であった。4. 三宅島の選択率が 34.9%と最も高く、3. 沖ノ鳥島の選択

率も 28.6%と高かった。回答がバラけた設問であった。小学生の正答率が 37.8%で、中学生の 19.7%の 2倍程

度高かった。 
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海の食べ物クイズ 第 3問 

 

 

 

正答率は 42.4%（回答者数 1,131 人）であった。 
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海の食べ物クイズ 第 4問 

 

 

 

正答率は 69.2%（回答者数 1,131 人）であった。他の設問に比べ正答率が高かった。 
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海の食べ物クイズ 第 5問 

 

 

 

正答率は 36.9%（回答者数 1,131 人）であった。1. 養殖の選択率が 44.8%と最も高かった。小学生の正答率

が 41.0%で、中学生の 29.6%より高かった。 
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海の食べ物クイズ 第 6問 

 

 

 

正答率は 18.9%（回答者数 1,131 人）であった。他の設問に比べ正答率が 2 番目に低かった。各選択肢の選

択率は、1. キハダマグロが 29.9%、2. ニホンウナギが 23.3%、3. ホホシロザメが 27.9%、4. ミンククジラ

が 18.9%と、バラける結果となり、正解のミンククジラの選択率が最も低かった。調査捕鯨の妨害等が時折

ニュースになるが、クジラ＝保護すべき生物というイメージが強いのかもしれない。 
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海の食べ物クイズ 答え合わせ 
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海の環境問題クイズ 表紙 

 

 

 

□回答者数 

小学生 393 人 ＋ 中学生 233 人 ＝ 計 626 人 

※集計対象期間：2014 年 1月 30 日～3月 20 日 

※集計対象：学校向けの IDを発行したユーザの初回挑戦時のみ集計 

 

平均点は 51.4 点、満点率は 6.1%であった。平均点は他のセットに比べて最も高く、満点率も最も高かった。 
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49 

海の環境問題クイズ 第 1問 

 

 

 

正答率は 68.7%（回答者数 626 人）であった。他の設問に比べ正答率が高かった。 
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50 

海の環境問題クイズ 第 2問 

 

 

 

正答率は 25.6%（回答者数 626 人）であった。他の設問に比べ正答率が低かった。3. 約 65%の選択率が最も

高かった。小学生の正答率が 27.2%で、中学生の 22.7%より高かった。 
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51 

海の環境問題クイズ 第 3問 

 

 

 

正答率は 71.7%（回答者数 626 人）であった。他の設問に比べ正答率が 3 番目に高かった。小学生の正答率

が 72.8%で、中学生の 70.0%より高かった。 

 

九州・沖縄地方における正答率は 77.0%と 2 番目に高かったが、北海道・東北地方における正答率が 81.5%

で最も高かった。 

54┃



52 

海の環境問題クイズ 第 4問 

 

 

 

正答率は 58.0%（回答者数 626 人）であった。小学生の正答率が 59.0%で、中学生の 56.2%より高かった。 
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53 

海の環境問題クイズ 第 5問 

 

 

 

正答率は 61.5%（回答者数 626 人）であった。 
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54 

海の環境問題クイズ 第 6問 

 

 

 

正答率は 34.0%（回答者数 626 人）であった。小学生の正答率が 36.9%で、中学生の 29.2%より高かった。 
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55 

海の環境問題クイズ 答え合わせ 
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56 

海の国際関係クイズ 表紙 

 

 

 

□回答者数 

小学生 355 人 ＋ 中学生 176 人 ＝ 計 531 人 

※集計対象期間：2014 年 1月 30 日～3月 20 日 

※集計対象：学校向けの IDを発行したユーザの初回挑戦時のみ集計 

 

平均点は 43.1 点、満点率は 1.7%であった。平均点は他のセットに比べて 3 番目に高く、満点率は 2 番目に

低かった。 
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57 

海の国際関係クイズ 第 1問 

 

 

 

正答率は 28.2%（回答者数 531 人）であった。4. 12.0km の選択率が 37.7%と最も高かった。 
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58 

海の国際関係クイズ 第 2問 

 

 

 

正答率は 61.0%（回答者数 531 人）であった。小学生の正答率が 63.7%で、中学生の 55.7%より高かった。 
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59 

海の国際関係クイズ 第 3問 

 

 

 

正答率は 50.5%（回答者数 531 人）であった。小学生の正答率が 50.7%で、中学生の 50.0%より高かった。 

 

九州・沖縄地方での正答率が 40.0%と最も低かった。 
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60 

海の国際関係クイズ 第 4問 

 

 

 

正答率は 66.1%（回答者数 531 人）であった。小学生の正答率が 67.0%で、中学生の 64.2%より高かった。 
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61 

海の国際関係クイズ 第 5問 

 

 

 

正答率は28.2%（回答者数531人）であった。2. 沖ノ鳥島の選択率が30.1%と最も高く、4. 与那国島が21.7%、

3. 東鳥島が 20.0%と、回答がバラける設問であった。小学生の正答率が 29.6%で、中学生の 25.6%より高か

った。 
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62 

海の国際関係クイズ 第 6問 

 

 

 

正答率は 34.8%（回答者数 531 人）であった。1. 中国の選択率が 41.1%と最も高かった。小学生の正答率が

37.5%で、中学生の 29.5%より高かった。 

 

中国地方での正答率が 48.0%と最も高く、次いで四国地方での正答率が 44.4%と 2番目に高かった。関心の高

さが伺える。北海道・東北地方、関東地方、近畿地方においては、1. 中国の選択率が最も高く、中部地方、

中国地方、四国地方においては、2. 北朝鮮の選択率が最も高かった。九州・沖縄地方においてはどちらの選

択率も 37.5%であった。 
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63 

海の国際関係クイズ 答え合わせ 
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64 

海と日本の関わりクイズ 表紙 

 

 

 

□回答者数 

小学生 469 人 ＋ 中学生 243 人 ＝ 計 712 人 

※集計対象期間：2014 年 1月 30 日～3月 20 日 

※集計対象：学校向けの IDを発行したユーザの初回挑戦時のみ集計 

 

平均点は 38.3 点、満点率は 2.9%であった。平均点は他のセットに比べて 2 番目に低く、満点率は 3 番目に

高かった。 
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65 

海と日本の関わりクイズ 第 1問 

 

 

 

正答率は 59.6%（回答者数 712 人）であった。 
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66 

海と日本の関わりクイズ 第 2問 

 

 

 

正答率は 29.5%（回答者数 712 人）であった。2. 3,048島の選択率が 38.1%で最も高かった。小学生の正答

率が 29.6%で、中学生の 29.2%より高かった。 
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67 

海と日本の関わりクイズ 第 3問 

 

 

 

正答率は 45.1%（回答者数 712 人）であった。小学生の正答率が 46.5%で、中学生の 42.4%より高かった。 
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68 

海と日本の関わりクイズ 第 4問 

 

 

 

正答率は 22.6%（回答者数 712 人）であった。2. 12位の選択率が 36.5%と最も高く、1. 24位の選択率も 21.9%

と正解の選択率とあまり変わらなかった。 

┃71



69 

海と日本の関わりクイズ 第 5問 

 

 

 

正答率は 23.9%（回答者数 712 人）であった。2. 約 1000 人の選択率が 31.3%と最も高く、次いで 1. 100 人

の選択率が 29.9%であった。正解よりも少ないと考えている回答者が多かったようだ。小学生の正答率が

24.9%で、中学生の 21.8%より高かった。 

72┃



70 

海と日本の関わりクイズ 第 6問 

 

 

 

正答率は 58.3%（回答者数 712 人）であった。 
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71 

海と日本の関わりクイズ 答え合わせ 
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ク
イ
ズ
問
題
と
選
択
肢
一
覧
 

ク
イ
ズ
n
o

ク
イ
ズ
名

問
題
n
o

問
題
文

選
択
肢
1

選
択
肢
2

選
択
肢
3

選
択
肢
4

1
海
の
防
災
・
安
全
ク
イ
ズ

1
海
水
浴
場
で
、
沖
に
向
か
う
強
い
波
に
流
さ
れ
た
時
、
ど
の
方
向
に
泳
げ
ば
よ
い
？

岸
に
向
か
っ
て

沖
に
向
か
っ
て

海
底
に
向
か
っ
て

岸
と
平
行
に

2
津
波
や
高
潮
等
、
災
害
の
被
害
予
想
を
地
図
上
に
示
し
た
も
の
を
何
と
呼
ぶ
？

ア
ラ
ー
ト
マ
ッ
プ

白
地
図

ダ
ン
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

3
高
潮
の
原
因
と
な
る
の
は
ど
れ
？

大
雨

雷
雨

地
震

台
風

4
津
波
は
陸
上
で
1
秒
間
に
ど
の
程
度
進
む
？

約
5
0
c
m

約
1
m

約
1
0
m

約
1
0
0
ｍ

5
津
波
注
意
報
が
出
さ
れ
た
時
に
ま
ず
と
る
べ
き
行
動
は
ど
れ
？

様
子
を
見
る

海
岸
か
ら
離
れ
る

知
人
に
安
否
を
知
ら
せ
る

ラ
ジ
オ
を
聞
く

6
海
で
事
故
を
見
つ
け
た
と
き
の
、
緊
急
通
報
用
の
電
話
番
号
は
？

1
1
0

1
1
4

1
1
8

1
2
0

2
海
の
輸
送
と
資
源
開
発
ク
イ
ズ

7
日
本
が
輸
出
・
輸
入
し
た
商
品
の
総
重
量
の
う
ち
、
船
で
運
ば
れ
た
割
合
は
ど
の
く
ら
い
？

約
1
％

約
5
0
%

約
7
0
%

約
9
9
％

8
現
在
、
海
賊
被
害
の
多
い
海
域
は
次
の
う
ち
ど
こ
？

地
中
海

マ
ラ
ッ
カ
海
峡

カ
リ
ブ
海

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
諸
島
近
海

9
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
新
し
い
航
路
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
海
は
次
の
う
ち
ど
れ
？
　

イ
ン
ド
洋

日
本
海

南
極
海

北
極
海

1
0

次
の
う
ち
、
日
本
近
く
の
深
海
に
多
く
存
在
す
る
と
さ
れ
る
新
し
い
資
源
は
ど
れ
？

レ
ア
ガ
ス

レ
ア
チ
ー
ズ

レ
ア
オ
イ
ル

レ
ア
ア
ー
ス

1
1

こ
の
写
真
は
、
海
底
か
ら
採
掘
さ
れ
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
物
質
で
す
。

「
燃
え
る
氷
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
、
こ
の
物
質
の
名
前
は
何
？

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

ド
ラ
イ
ア
イ
ス

リ
チ
ウ
ム

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

1
2

海
底
で
、
銅
・
亜
鉛
・
鉛
な
ど
が
多
く
埋
ま
っ
て
い
る
場
所
は
ど
こ
？

海
底
火
山
の
表
面

深
海
の
平
原

海
底
の
盆
地

大
陸
棚

3
海
の
食
べ
物
ク
イ
ズ

1
3

日
本
で
一
番
漁
獲
量
が
多
い
漁
港
は
ど
こ
？

銚
子
港

八
戸
港

横
浜
港

神
戸
港

1
4

日
本
で
採
れ
る
ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
所
は
ど
の
辺
り
？

ハ
ワ
イ
島

マ
リ
ア
ナ
諸
島

沖
ノ
鳥
島

三
宅
島

1
5

次
の
寿
司
ネ
タ
の
う
ち
、
「
光
り
物
」
に
分

類
さ
れ
る
も
の
は
ど
れ
？

マ
グ
ロ

コ
ハ
ダ

コ
ウ
イ
カ

ア
ワ
ビ

1
6

次
の
写
真
の
う
ち
、
数
の
子
の
親
は
ど
れ
？

ニ
シ
ン

ク
ロ
ダ
イ

ア
ジ

サ
ケ

1
7

卵
か
ら
育
て
た
稚
魚
を
海
に
放
流
し
、
成
長
し
た
後
で
魚
を
獲
る
方
法
を
何
と
呼
ぶ
？

養
殖

放
牧

栽
培
漁
業

沿
岸
漁
業

1
8

次
の
う
ち
、
い
ま
の
と
こ
ろ
絶
滅
が
心
配
が
な
い
も
の
は
ど
れ
？

キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ

ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ

4
海
の
環
境
問
題
ク
イ
ズ

1
9

海
に
流
さ
れ
た
こ
と
で
、
水
俣
病
の
原
因
と
な
っ
た
物
質
は
ど
れ
？

カ
ド
ミ
ウ
ム

水
銀

銅
石
綿

2
0

地
球
上
の
水
の
う
ち
、
海
水
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
？

約
3
2
％

約
4
6
％

約
6
5
％

約
9
7
％

2
1

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
海
水
温
が
上
昇
す
る
と
、
サ
ン
ゴ
は
ど
う
な
る
？

白
く
な
る

黒
く
な
る

青
く
な
る

赤
く
な
る

2
2

多
く
の
生
物
が
住
む
「
干
潟
」
の
、
地
面
の
様
子
は
ど
れ
？

泥
で
湿
っ
て
い
る

草
木
が
生
え
て
い
る

凍
っ
て
い
る

岩
だ
ら
け
で
あ
る

2
3

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
海
水
面
が
上
昇
す
る
と
、
国
全
体
が
水
没
す
る
か
も
し
れ
な
い
国
は
？

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ツ
バ
ル

ハ
ワ
イ

イ
タ
リ
ア

2
4

南
米
ペ
ル
ー
沖
の
太
平
洋
の
海
面
の
水
温
が
い
つ
も
よ
り
高
く
な
り
、
そ
の
状
態
が
１
年
程
続
く
こ
と
を
何
と
呼
ぶ
？

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
現
象

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象

フ
ェ
ー
ン
現
象

5
海
の
国
際
関
係
ク
イ
ズ

2
5

海
面
上
の
長
さ
な
ど
を
測
る
単
位
「
海
里
」
。
1
海
里
は
お
よ
そ
何
k
m
？

0
.1
k
m

1
.6
k
m

1
.8
k
m

1
2
.0
k
m

2
6

国
際
海
洋
法
条
約
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
排
他
的
経
済
水
域
の
範
囲
は
、
自
国
か
ら
何
海
里
ま
で
？

5
0
海
里

1
0
0
海
里

2
0
0
海
里

5
0
0
海
里

2
7

尖
閣
諸
島
を
示
す
地
図
と
し
て
正
し
い
の
は
ど
れ
？

尖
閣
諸
島

択
捉
島

竹
島

小
笠
原
諸
島

2
8

海
上
で
の
人
命
の
安
全
の
た
め
の
国
際
条
約
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
氷
山
に
衝
突
し
て
事
故
で
沈
没
し
た
船
の
名
前
は
？

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号

戦
艦
大
和

サ
ウ
ザ
ン
ド
サ
ニ
ー
号

ビ
ク
ト
リ
ア
号

2
9

日
本
の
領
土
の
う
ち
、
最
も
東
に
あ
る
島
は
次
の
う
ち
ど
れ
？

南
鳥
島

沖
ノ
鳥
島

東
鳥
島

与
那
国
島

3
0

日
本
以
外
に
竹
島
を
自
国
の
領
土
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
は
、
韓
国
と
ど
こ
？

中
国

北
朝
鮮

台
湾

ベ
ト
ナ
ム

6
海
と
日
本
の
関
わ
り
ク
イ
ズ

3
1

映
画
「
海
猿
」
で
有
名
な
、
海
難
救
助
や
防
災
、
治
安
維
持
な
ど
で
日
本
全
土
の
海
の
安
全
を
守
る
組
織
の
名
前
は
？

国
土
交
通
省

海
上
保
安
庁

漁
業
協
同
組
合

海
上
自
衛
隊

3
2

周
囲
が
1
0
0
m
以
上
の
島
は
日
本
に
い
く
つ
あ
る
？

1
,5
7
3
島

3
,0
4
8
島

6
,8
5
2
島

1
1
,0
7
8
島

3
3

日
本
の
海
岸
線
の
総
距
離
は
お
よ
そ
ど
れ
く
ら
い
？

約
5
,4
0
0
k
m

約
1
8
,0
0
0
k
m

約
3
5
,0
0
0
k
m

約
1
2
3
,0
0
0
k
m

3
4

日
本
の
領
海
と
排
他
的
経
済
水
域
を
合
わ
せ
た
広
さ
は
、
世
界
で
何
番
目
？

2
4
位

1
2
位

6
位

3
位

3
5

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
で
話
題
と
な
っ
た
海
人
だ
が
、
日
本
に
は
海
女
が
約
何
人
い
る
？

約
1
0
0
人

約
1
0
0
0
人

約
2
0
0
0
人

約
5
0
0
0
人

3
6

浮
世
絵
「
富
嶽
三
十
六
景
」
の
中
で
、
荒
れ
狂
う
海
と
富
士
山
を
描
い
た
絵
師
は
だ
れ
？

千
利
休

葛
飾
北
斎

東
洲
斎
写
楽

雪
舟

※
赤
の
太
字
は
、
正
解
の
選
択
肢

┃75
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◆
集
計
母
数

◆
ク
イ
ズ
別
平
均
点
、
満
点
率

◆
問
題
別
正
答
率

ク
イ
ズ

小
学
生

中
学
生

総
計

ク
イ
ズ

平
均
点

満
点
率

ク
イ
ズ

問
題

正
答
率

防
災

3
5
4

1
6
7

5
2
1

防
災

5
1
.2

4
.2
%

防
災

離
岸
流
へ
の
対
処

3
9
.7
%

資
源

3
3
0

1
5
6

4
8
6

資
源

3
5
.3

1
.6
%

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
呼
称

7
2
.4
%

食
物

7
2
5

4
0
6

1
,1
3
1

食
物

3
8
.6

2
.1
%

高
潮
の
原
因

4
5
.7
%

環
境

3
9
3

2
3
3

6
2
6

環
境

5
1
.4

6
.1
%

津
波
の
速
度

3
9
.0
%

国
際

3
5
5

1
7
6

5
3
1

国
際

4
3
.1

1
.7
%

津
波
注
意
報
へ
の
対
処

8
1
.2
%

文
化

4
6
9

2
4
3

7
1
2

文
化

3
8
.3

2
.9
%

海
難
緊
急
番
号

4
1
.1
%

全
体

2
,6
2
6

1
,3
8
1

4
,0
0
7

全
体

4
2
.4

3
.0
%

資
源

海
上
貿
易
の
割
合

1
6
.5
%

海
賊
被
害
の
多
い
地
域

2
0
.0
%

※
対
象
期
間
：
2
0
1
4
年
1
月
3
0
日
～
3
月
2
0
日

新
航
路

3
9
.1
%

※
対
象
者
：
学
校
向
け
の
ID
を
発
行
し
た
ユ
ー
ザ

日
本
近
海
の
海
底
資
源

5
0
.4
%

※
対
象
回
：
初
回
挑
戦
時
の
み

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
呼
称

5
3
.9
%

海
底
熱
水
鉱
床
の
場
所

4
0
.1
%

食
物

漁
獲
高
一
位
の
漁
港

4
2
.1
%

ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
所

3
1
.3
%

光
り
物
の
寿
司
ネ
タ

4
2
.4
%

数
の
子
の
親

6
9
.2
%

栽
培
漁
業
の
呼
称

3
6
.9
%

絶
滅
生
物
で
な
い
生
物

1
8
.9
%

環
境

水
俣
病
の
原
因

6
8
.7
%

地
球
上
の
海
水
の
割
合

2
5
.6
%

サ
ン
ゴ
の
死
滅

7
1
.7
%

干
潟
の
様
子

5
8
.0
%

ツ
バ
ル
水
没
の
恐
れ

6
1
.5
%

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
呼
称

3
4
.0
%

国
際

1
海
里
の
長
さ

2
8
.2
%

E
E
Z
の
範
囲

6
1
.0
%

尖
閣
諸
島
の
場
所

5
0
.5
%

S
O
L
A
S
条
約
の
き
っ
か
け

6
6
.1
%

日
本
最
東
端
の
島

2
8
.2
%

竹
島
問
題
の
当
事
者
国

3
4
.8
%

文
化

海
上
保
安
庁
の
呼
称

5
9
.6
%

島
の
数

2
9
.5
%

海
岸
線
の
総
距
離

4
5
.1
%

領
海
と
E
E
Z
の
広
さ

2
2
.6
%

海
女
の
人
数

2
3
.9
%

富
嶽
三
十
六
景
の
作
者

5
8
.3
%

4
4
.0
%

全
体
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◆
選

択
肢

別
選

択
率

ク
イ
ズ
名

問
題

選
択

肢
1

選
択

肢
2

選
択

肢
3

選
択

肢
4

防
災

離
岸
流
へ
の
対
処

2
8
.0
%

2
4
.0
%

8
.3
%

3
9
.7
%

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
呼
称

1
0
.0
%

1
0
.7
%

6
.9
%

7
2
.4
%

高
潮
の
原
因

2
5
.0
%

6
.5
%

2
2
.8
%

4
5
.7
%

津
波
の
速
度

1
0
.6
%

1
8
.8
%

3
9
.0
%

3
1
.7
%

津
波
注
意
報
へ
の
対
処

6
.5
%

8
1
.2
%

4
.4
%

7
.9
%

海
難
緊
急
番
号

1
6
.3
%

2
9
.9
%

4
1
.1
%

1
2
.7
%

資
源

海
上
貿
易
の
割
合

5
.3
%

2
5
.9
%

5
2
.3
%

1
6
.5
%

海
賊
被
害
の
多
い
地
域

7
.4
%

2
0
.0
%

5
3
.7
%

1
8
.9
%

新
航
路

2
3
.5
%

1
5
.2
%

2
2
.2
%

3
9
.1
%

日
本
近
海
の
海
底
資
源

1
6
.3
%

8
.2
%

2
5
.1
%

5
0
.4
%

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
呼
称

5
3
.9
%

1
8
.7
%

1
0
.5
%

1
6
.9
%

海
底
熱
水
鉱
床
の
場
所

4
0
.1
%

1
7
.9
%

1
8
.3
%

2
3
.7
%

食
物

漁
獲
高
一
位
の
漁
港

4
2
.1
%

1
1
.8
%

3
0
.9
%

1
5
.1
%

ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
所

5
.2
%

3
1
.3
%

2
8
.6
%

3
4
.9
%

光
り
物
の
寿
司
ネ
タ

1
0
.1
%

4
2
.4
%

3
5
.1
%

1
2
.5
%

数
の
子
の
親

6
9
.2
%

8
.4
%

1
0
.0
%

1
2
.4
%

栽
培
漁
業
の
呼
称

4
4
.8
%

9
.0
%

3
6
.9
%

9
.3
%

絶
滅
生
物
で
な
い
生
物

2
9
.9
%

2
3
.3
%

2
7
.9
%

1
8
.9
%

環
境

水
俣
病
の
原
因

2
0
.6
%

6
8
.7
%

3
.8
%

6
.9
%

地
球
上
の
海
水
の
割
合

3
.8
%

1
0
.4
%

6
0
.2
%

2
5
.6
%

サ
ン
ゴ
の
死
滅

7
1
.7
%

1
2
.0
%

6
.4
%

9
.9
%

干
潟
の
様
子

5
8
.0
%

1
9
.3
%

3
.8
%

1
8
.8
%

ツ
バ
ル
水
没
の
恐
れ

1
2
.1
%

6
1
.5
%

2
1
.7
%

4
.6
%

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
呼
称

3
4
.0
%

1
6
.8
%

2
1
.7
%

2
7
.5
%

国
際

1
海
里
の
長
さ

7
.0
%

2
7
.1
%

2
8
.2
%

3
7
.7
%

E
E
Z
の
範
囲

9
.6
%

1
4
.9
%

6
1
.0
%

1
4
.5
%

尖
閣
諸
島
の
場
所

5
0
.5
%

1
0
.2
%

2
5
.8
%

1
3
.6
%

S
O
L
A
S
条
約
の
き
っ
か
け

6
6
.1
%

4
.1
%

7
.0
%

2
2
.8
%

日
本
最
東
端
の
島

2
8
.2
%

3
0
.1
%

2
0
.0
%

2
1
.7
%

竹
島
問
題
の
当
事
者
国

4
1
.1
%

3
4
.8
%

1
5
.3
%

8
.9
%

文
化

海
上
保
安
庁
の
呼
称

5
.5
%

5
9
.6
%

1
.5
%

3
3
.4
%

島
の
数

2
3
.2
%

3
8
.1
%

2
9
.5
%

9
.3
%

海
岸
線
の
総
距
離

1
1
.1
%

2
3
.5
%

4
5
.1
%

2
0
.4
%

領
海
と
E
E
Z
の
広
さ

2
1
.9
%

3
6
.5
%

2
2
.6
%

1
9
.0
%

海
女
の
人
数

2
9
.9
%

3
1
.3
%

2
3
.9
%

1
4
.9
%

富
嶽
三
十
六
景
の
作
者

5
.2
%

5
8
.3
%

1
0
.8
%

2
5
.7
%

※
赤
の
太
字
は
、
正
解
の
選
択
肢

岸
に
向

か
っ
て

沖
に
向

か
っ
て

海
底

に
向

か
っ
て

岸
と
平
行
に

ア
ラ
ー
ト
マ
ッ
プ

白
地

図
ダ
ン
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

大
雨

雷
雨

地
震

台
風

約
5
0
c
m

約
1
m

約
1
0
m

約
1
0
0
ｍ

様
子

を
見

る
海
岸
か
ら
離
れ
る

知
人

に
安

否
を
知

ら
せ
る

ラ
ジ
オ
を
聞

く

1
1
0

1
1
4

1
1
8

1
2
0

約
1
％

約
5
0
%

約
7
0
%

約
9
9
％

地
中

海
マ
ラ
ッ
カ
海
峡

カ
リ
ブ
海

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
諸

島
近

海

イ
ン
ド
洋

日
本

海
南

極
海

北
極
海

レ
ア
ガ
ス

レ
ア
チ
ー
ズ

レ
ア
オ
イ
ル

レ
ア
ア
ー
ス

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

ド
ラ
イ
ア
イ
ス

リ
チ
ウ
ム

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

海
底
火
山
の
表
面

深
海

の
平

原
海

底
の
盆

地
大

陸
棚

銚
子
港

八
戸

港
横

浜
港

神
戸

港

ハ
ワ
イ
島

マ
リ
ア
ナ
諸
島

沖
ノ
鳥

島
三

宅
島

マ
グ
ロ

コ
ハ
ダ

コ
ウ
イ
カ

ア
ワ
ビ

ニ
シ
ン

ク
ロ
ダ
イ

ア
ジ

サ
ケ

養
殖

放
牧

栽
培
漁
業

沿
岸

漁
業

キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ

ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ

カ
ド
ミ
ウ
ム

水
銀

銅
石

綿

約
3
2
％

約
4
6
％

約
6
5
％

約
9
7
％

白
く
な
る

黒
く
な
る

青
く
な
る

赤
く
な
る

泥
で
湿
っ
て
い
る

草
木

が
生

え
て
い
る

凍
っ
て
い
る

岩
だ
ら
け
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ツ
バ
ル

ハ
ワ
イ

イ
タ
リ
ア

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
現

象
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現

象
フ
ェ
ー
ン
現

象

0
.1
k
m

1
.6
k
m

1
.8
k
m

1
2
.0
k
m

5
0
海

里
1
0
0
海

里
2
0
0
海
里

5
0
0
海

里

尖
閣
諸
島

択
捉

島
竹

島
小

笠
原

諸
島

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号

戦
艦

大
和

サ
ウ
ザ
ン
ド
サ
ニ
ー
号

ビ
ク
ト
リ
ア
号

南
鳥
島

沖
ノ
鳥

島
東

鳥
島

与
那

国
島

中
国

北
朝
鮮

台
湾

ベ
ト
ナ
ム

国
土

交
通
省

海
上
保
安
庁

漁
業

協
同

組
合

海
上

自
衛

隊

1
,5
7
3
島

3
,0
4
8
島

6
,8
5
2
島

1
1
,0
7
8
島

約
5
,4
0
0
k
m

約
1
8
,0
0
0
k
m

約
3
5
,0
0
0
k
m

約
1
2
3
,0
0
0
k
m

2
4
位

1
2
位

6
位

3
位

約
1
0
0
人

約
1
0
0
0
人

約
2
0
0
0
人

約
5
0
0
0
人

千
利

休
葛
飾
北
斎

東
洲

斎
写

楽
雪

舟
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◆
校
種
別
集
計
母
数

◆
地
域
別
集
計
母
数

ク
イ
ズ

小
学
生

中
学
生

総
計

ク
イ
ズ

北
海
道
・
東
北

関
東

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

総
計

防
災

3
5
4

1
6
7

5
2
1

防
災

7
2
4
3

9
6

5
9

4
0

3
8

3
8

5
2
1

資
源

3
3
0

1
5
6

4
8
6

資
源

2
0

2
1
8

1
0
9

5
6

2
1

2
8

3
4

4
8
6

食
物

7
2
5

4
0
6

1
,1
3
1

食
物

4
9

4
7
3

2
4
5

1
1
9

7
2

9
4

7
9

1
,1
3
1

環
境

3
9
3

2
3
3

6
2
6

環
境

2
7

2
8
0

1
3
2

6
2

2
4

4
0

6
1

6
2
6

国
際

3
5
5

1
7
6

5
3
1

国
際

2
4

2
5
1

1
1
2

5
2

2
5

2
7

4
0

5
3
1

文
化

4
6
9

2
4
3

7
1
2

文
化

4
0

3
2
6

1
4
1

7
7

4
9

3
4

4
5

7
1
2

全
体

2
,6
2
6

1
,3
8
1

4
,0
0
7

全
体

1
6
7

1
,7
9
1

8
3
5

4
2
5

2
3
1

2
6
1

2
9
7

4
,0
0
7

※
対
象
期
間
：
2
0
1
4
年
1
月
3
0
日
～
3
月
2
0
日

※
対
象
者
：
学
校
向
け
の
ID
を
発
行
し
た
ユ
ー
ザ

※
対
象
回
：
初
回
挑
戦
時
の
み

◆
校
種
×
ク
イ
ズ
別
平
均
点

◆
地
域
×
ク
イ
ズ
別
平
均
点

ク
イ
ズ

小
学
生

中
学
生

平
均

ク
イ
ズ

北
海
道
・
東
北

関
東

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

平
均

防
災

5
0
.5

5
2
.6

5
1
.2

防
災

5
2
.6

5
4
.2

5
1
.8

4
5
.9

4
4
.5

5
0
.6

4
6
.3

5
1
.2

資
源

3
5
.3

3
5
.3

3
5
.3

資
源

3
8
.4

3
8
.2

3
5
.0

3
1
.7

2
9
.7

3
0
.3

2
8
.4

3
5
.3

食
物

4
0
.0

3
6
.1

3
8
.6

食
物

3
8
.0

4
1
.1

3
7
.9

3
5
.1

3
5
.6

3
4
.6

3
8
.9

3
8
.6

環
境

5
1
.5

5
1
.2

5
1
.4

環
境

4
7
.4

5
2
.6

4
9
.6

5
2
.6

4
6
.8

5
1
.9

5
1
.5

5
1
.4

国
際

4
4
.2

4
0
.9

4
3
.1

国
際

4
2
.0

4
3
.6

4
1
.8

4
0
.9

4
4
.5

4
8
.6

4
2
.4

4
3
.1

文
化

3
8
.0

3
9
.0

3
8
.3

文
化

4
3
.1

3
8
.0

3
9
.0

3
7
.5

3
1
.6

4
2
.0

4
0
.4

3
8
.3

全
体

4
2
.7

4
1
.7

4
2
.4

全
体

4
2
.0

4
4
.1

4
1
.7

3
9
.9

3
7
.9

4
1
.5

4
1
.9

4
2
.4

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

防
災

資
源

食
物

環
境

国
際

文
化

全
体

小
学
生

中
学
生

平
均

0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

8
0
.0

1
0
0
.0

防
災

資
源

食
物

環
境

国
際

文
化

全
体

北
海
道
・
東
北

関
東

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖

縄

平
均
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◆
校
種
×
ク
イ
ズ
別
満
点
率

◆
地
域
×
ク
イ
ズ
別
満
点
率

ク
イ
ズ

小
学
生

中
学
生

平
均

ク
イ
ズ

北
海
道
・
東
北

関
東

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

平
均

防
災

4
.5
%

3
.6
%

4
.2
%

防
災

0
.0
%

5
.3
%

6
.3
%

1
.7
%

2
.5
%

2
.6
%

0
.0
%

4
.2
%

資
源

1
.5
%

1
.9
%

1
.6
%

資
源

0
.0
%

1
.8
%

2
.8
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

2
.9
%

1
.6
%

食
物

2
.6
%

1
.2
%

2
.1
%

食
物

4
.1
%

2
.7
%

2
.4
%

0
.8
%

0
.0
%

2
.1
%

0
.0
%

2
.1
%

環
境

6
.9
%

4
.7
%

6
.1
%

環
境

0
.0
%

6
.1
%

6
.1
%

1
2
.9
%

4
.2
%

7
.5
%

1
.6
%

6
.1
%

国
際

1
.7
%

1
.7
%

1
.7
%

国
際

0
.0
%

2
.0
%

1
.8
%

0
.0
%

8
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.7
%

文
化

3
.0
%

2
.9
%

2
.9
%

文
化

7
.5
%

2
.1
%

2
.8
%

1
.3
%

6
.1
%

2
.9
%

4
.4
%

2
.9
%

全
体

3
.3
%

2
.5
%

3
.0
%

全
体

3
.0
%

3
.3
%

3
.5
%

2
.6
%

3
.0
%

2
.7
%

1
.3
%

3
.0
%

0
.0
%
2
0
.0
%
4
0
.0
%
6
0
.0
%
8
0
.0
%
1
0
0
.0
%

防
災

資
源

食
物

環
境

国
際

文
化

全
体

小
学
生

中
学
生

平
均

0
.0
%

2
0
.0
%

4
0
.0
%

6
0
.0
%

8
0
.0
%

1
0
0
.0
%

防
災

資
源

食
物

環
境

国
際

文
化

全
体

北
海
道
・
東
北

関
東

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

平
均
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◆
校
種
×
問
題
別
正
答
率

◆
地
域
×
問
題
別
正
答
率

ク
イ
ズ

問
題

小
学
生

中
学
生

平
均

ク
イ
ズ

問
題

北
海
道
・
東
北

関
東

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

平
均

防
災

離
岸
流
へ
の
対
処

4
0
.7
%

3
7
.7
%

3
9
.7
%

防
災

離
岸
流
へ
の
対
処

4
2
.9
%

4
3
.2
%

4
3
.2
%

3
7
.3
%

2
5
.0
%

3
9
.5
%

3
4
.2
%

3
9
.7
%

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
呼
称

7
0
.9
%

7
5
.4
%

7
2
.4
%

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
呼
称

8
5
.7
%

7
7
.0
%

7
7
.0
%

6
6
.1
%

6
5
.0
%

7
8
.9
%

6
5
.8
%

7
2
.4
%

高
潮
の
原
因

4
4
.4
%

4
8
.5
%

4
5
.7
%

高
潮
の
原
因

5
7
.1
%

5
0
.6
%

5
0
.6
%

4
0
.7
%

3
7
.5
%

3
6
.8
%

2
8
.9
%

4
5
.7
%

津
波
の
速
度

3
7
.3
%

4
2
.5
%

3
9
.0
%

津
波
の
速
度

1
4
.3
%

4
4
.0
%

4
4
.0
%

2
7
.1
%

3
2
.5
%

4
4
.7
%

4
2
.1
%

3
9
.0
%

津
波
注
意
報
へ
の
対
処

8
1
.1
%

8
1
.4
%

8
1
.2
%

津
波
注
意
報
へ
の
対
処

8
5
.7
%

8
2
.3
%

8
2
.3
%

7
9
.7
%

8
5
.0
%

7
3
.7
%

7
8
.9
%

8
1
.2
%

海
難
緊
急
番
号

4
0
.4
%

4
2
.5
%

4
1
.1
%

海
難
緊
急
番
号

4
2
.9
%

4
0
.3
%

4
0
.3
%

3
5
.6
%

3
2
.5
%

4
2
.1
%

3
9
.5
%

4
1
.1
%

資
源

海
上
貿
易
の
割
合

1
7
.6
%

1
4
.1
%

1
6
.5
%

資
源

海
上
貿
易
の
割
合

1
5
.0
%

2
0
.2
%

2
0
.2
%

1
2
.5
%

1
4
.3
%

7
.1
%

8
.8
%

1
6
.5
%

海
賊
被
害
の
多
い
地
域

2
1
.2
%

1
7
.3
%

2
0
.0
%

海
賊
被
害
の
多
い
地
域

2
5
.0
%

2
0
.2
%

2
0
.2
%

1
7
.9
%

9
.5
%

2
8
.6
%

1
7
.6
%

2
0
.0
%

新
航
路

3
9
.7
%

3
7
.8
%

3
9
.1
%

新
航
路

5
0
.0
%

3
7
.6
%

3
7
.6
%

3
2
.1
%

3
8
.1
%

5
3
.6
%

2
9
.4
%

3
9
.1
%

日
本
近
海
の
海
底
資
源

5
0
.0
%

5
1
.3
%

5
0
.4
%

日
本
近
海
の
海
底
資
源

5
5
.0
%

5
7
.3
%

5
7
.3
%

4
6
.4
%

3
3
.3
%

2
5
.0
%

4
4
.1
%

5
0
.4
%

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
呼
称

5
2
.4
%

5
7
.1
%

5
3
.9
%

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
呼
称

5
5
.0
%

6
4
.7
%

6
4
.7
%

4
8
.2
%

4
2
.9
%

3
9
.3
%

2
9
.4
%

5
3
.9
%

海
底
熱
水
鉱
床
の
場
所

3
9
.1
%

4
2
.3
%

4
0
.1
%

海
底
熱
水
鉱
床
の
場
所

4
0
.0
%

3
8
.5
%

3
8
.5
%

4
1
.1
%

4
7
.6
%

3
5
.7
%

4
7
.1
%

4
0
.1
%

食
物

漁
獲
高
一
位
の
漁
港

4
4
.8
%

3
7
.2
%

4
2
.1
%

食
物

漁
獲
高
一
位
の
漁
港

3
2
.7
%

5
3
.3
%

5
3
.3
%

3
7
.0
%

3
4
.7
%

2
1
.3
%

3
2
.9
%

4
2
.1
%

ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
所

3
7
.8
%

1
9
.7
%

3
1
.3
%

ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
所

3
2
.7
%

3
4
.5
%

3
4
.5
%

2
8
.6
%

1
9
.4
%

2
3
.4
%

4
9
.4
%

3
1
.3
%

光
り
物
の
寿
司
ネ
タ

3
9
.3
%

4
7
.8
%

4
2
.4
%

光
り
物
の
寿
司
ネ
タ

4
2
.9
%

4
5
.0
%

4
5
.0
%

2
6
.9
%

3
8
.9
%

4
5
.7
%

3
5
.4
%

4
2
.4
%

数
の
子
の
親

6
7
.9
%

7
1
.7
%

6
9
.2
%

数
の
子
の
親

8
1
.6
%

7
0
.4
%

7
0
.4
%

6
3
.0
%

6
8
.1
%

7
1
.3
%

6
2
.0
%

6
9
.2
%

栽
培
漁
業
の
呼
称

4
1
.0
%

2
9
.6
%

3
6
.9
%

栽
培
漁
業
の
呼
称

3
2
.7
%

3
6
.6
%

3
6
.6
%

4
1
.2
%

3
8
.9
%

2
7
.7
%

4
8
.1
%

3
6
.9
%

絶
滅
生
物
で
な
い
生
物

1
8
.5
%

1
9
.7
%

1
8
.9
%

絶
滅
生
物
で
な
い
生
物

1
4
.3
%

1
6
.5
%

1
6
.5
%

2
2
.7
%

2
2
.2
%

2
6
.6
%

1
5
.2
%

1
8
.9
%

環
境

水
俣
病
の
原
因

6
5
.6
%

7
3
.8
%

6
8
.7
%

環
境

水
俣
病
の
原
因

6
6
.7
%

7
0
.4
%

7
0
.4
%

6
1
.3
%

5
8
.3
%

6
7
.5
%

7
8
.7
%

6
8
.7
%

地
球
上
の
海
水
の
割
合

2
7
.2
%

2
2
.7
%

2
5
.6
%

地
球
上
の
海
水
の
割
合

2
2
.2
%

2
5
.0
%

2
5
.0
%

3
2
.3
%

2
9
.2
%

2
2
.5
%

2
3
.0
%

2
5
.6
%

サ
ン
ゴ
の
死
滅

7
2
.8
%

7
0
.0
%

7
1
.7
%

サ
ン
ゴ
の
死
滅

8
1
.5
%

7
2
.5
%

7
2
.5
%

7
1
.0
%

6
6
.7
%

7
2
.5
%

7
7
.0
%

7
1
.7
%

干
潟
の
様
子

5
9
.0
%

5
6
.2
%

5
8
.0
%

干
潟
の
様
子

4
4
.4
%

5
9
.3
%

5
9
.3
%

6
1
.3
%

5
0
.0
%

6
0
.0
%

6
5
.6
%

5
8
.0
%

ツ
バ
ル
水
没
の
恐
れ

5
8
.3
%

6
7
.0
%

6
1
.5
%

ツ
バ
ル
水
没
の
恐
れ

5
9
.3
%

6
3
.2
%

6
3
.2
%

6
7
.7
%

6
2
.5
%

6
7
.5
%

4
7
.5
%

6
1
.5
%

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
呼
称

3
6
.9
%

2
9
.2
%

3
4
.0
%

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
呼
称

2
2
.2
%

3
6
.8
%

3
6
.8
%

3
2
.3
%

2
5
.0
%

3
2
.5
%

2
9
.5
%

3
4
.0
%

国
際

1
海
里
の
長
さ

2
7
.3
%

3
0
.1
%

2
8
.2
%

国
際

1
海
里
の
長
さ

4
1
.7
%

3
1
.1
%

3
1
.1
%

1
9
.2
%

3
6
.0
%

3
3
.3
%

2
7
.5
%

2
8
.2
%

E
E
Z
の
範
囲

6
3
.7
%

5
5
.7
%

6
1
.0
%

E
E
Z
の
範
囲

6
2
.5
%

5
9
.8
%

5
9
.8
%

6
7
.3
%

6
0
.0
%

5
5
.6
%

6
2
.5
%

6
1
.0
%

尖
閣
諸
島
の
場
所

5
0
.7
%

5
0
.0
%

5
0
.5
%

尖
閣
諸
島
の
場
所

5
4
.2
%

5
2
.6
%

5
2
.6
%

5
1
.9
%

4
4
.0
%

6
6
.7
%

4
0
.0
%

5
0
.5
%

S
O
L
A
S
条
約
の
き
っ
か
け

6
7
.0
%

6
4
.2
%

6
6
.1
%

S
O
L
A
S
条
約
の
き
っ
か
け

5
8
.3
%

6
6
.9
%

6
6
.9
%

6
5
.4
%

5
6
.0
%

7
4
.1
%

7
0
.0
%

6
6
.1
%

日
本
最
東
端
の
島

2
9
.6
%

2
5
.6
%

2
8
.2
%

日
本
最
東
端
の
島

2
5
.0
%

3
0
.3
%

3
0
.3
%

2
6
.9
%

3
2
.0
%

2
9
.6
%

2
7
.5
%

2
8
.2
%

竹
島
問
題
の
当
事
者
国

3
7
.5
%

2
9
.5
%

3
4
.8
%

竹
島
問
題
の
当
事
者
国

2
0
.8
%

3
1
.5
%

3
1
.5
%

2
5
.0
%

4
8
.0
%

4
4
.4
%

3
7
.5
%

3
4
.8
%

文
化

海
上
保
安
庁
の
呼
称

5
7
.8
%

6
3
.0
%

5
9
.6
%

文
化

海
上
保
安
庁
の
呼
称

6
2
.5
%

6
1
.7
%

6
1
.7
%

6
6
.2
%

5
7
.1
%

5
0
.0
%

6
0
.0
%

5
9
.6
%

島
の
数

2
9
.6
%

2
9
.2
%

2
9
.5
%

島
の
数

4
2
.5
%

2
9
.4
%

2
9
.4
%

1
6
.9
%

1
8
.4
%

3
5
.3
%

2
2
.2
%

2
9
.5
%

海
岸
線
の
総
距
離

4
6
.5
%

4
2
.4
%

4
5
.1
%

海
岸
線
の
総
距
離

4
7
.5
%

4
5
.1
%

4
5
.1
%

4
4
.2
%

3
6
.7
%

4
7
.1
%

4
6
.7
%

4
5
.1
%

領
海
と
E
E
Z
の
広
さ

2
0
.7
%

2
6
.3
%

2
2
.6
%

領
海
と
E
E
Z
の
広
さ

3
0
.0
%

1
8
.4
%

1
8
.4
%

1
9
.5
%

2
6
.5
%

4
4
.1
%

2
6
.7
%

2
2
.6
%

海
女
の
人
数

2
4
.9
%

2
1
.8
%

2
3
.9
%

海
女
の
人
数

2
2
.5
%

2
1
.8
%

2
1
.8
%

2
8
.6
%

2
2
.4
%

2
3
.5
%

2
0
.0
%

2
3
.9
%

富
嶽
三
十
六
景
の
作
者

5
7
.1
%

6
0
.5
%

5
8
.3
%

富
嶽
三
十
六
景
の
作
者

6
2
.5
%

6
0
.7
%

6
0
.7
%

5
8
.4
%

3
4
.7
%

6
1
.8
%

7
5
.6
%

5
8
.3
%

全
体

4
4
.4
%

4
3
.3
%

4
4
.0
%

全
体

4
3
.6
%

4
5
.8
%

4
5
.8
%

4
1
.4
%

3
9
.3
%

4
3
.2
%

4
3
.6
%

4
4
.0
%
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0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

離
岸
流
へ
の
対
処

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
呼
称

高
潮
の
原
因

津
波
の
速
度

津
波
注
意
報
へ
の
対
処

海
難
緊
急
番
号

海
上
貿
易
の
割
合

海
賊
被
害
の
多
い
地
域

新
航
路

日
本
近
海
の
海
底
資
源

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
呼
称

海
底
熱
水
鉱
床
の
場
所

漁
獲
高
一
位
の
漁
港

ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
所

光
り
物
の
寿
司
ネ
タ

数
の
子
の
親

栽
培
漁
業
の
呼
称

絶
滅
生
物
で
な
い
生
物

水
俣
病
の
原
因

地
球
上
の
海
水
の
割
合

サ
ン
ゴ
の
死
滅

干
潟
の
様
子

ツ
バ
ル
水
没
の
恐
れ

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
呼
称

1
海
里
の
長
さ

E
E
Z
の
範
囲

尖
閣
諸
島
の
場
所

S
O
L
A
S
条
約
の
き
っ
か
け

日
本
最
東
端
の
島

竹
島
問
題
の
当
事
者
国

海
上
保
安
庁
の
呼
称

島
の
数

海
岸
線
の
総
距
離

領
海
と
E
E
Z
の
広
さ

海
女
の
人
数

富
嶽
三
十
六
景
の
作
者

全
体

小
学
生

中
学
生

平
均

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

離
岸
流
へ
の
対
処

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
呼
称

高
潮
の
原
因

津
波
の
速
度

津
波
注
意
報
へ
の
対
処

海
難
緊
急
番
号

海
上
貿
易
の
割
合

海
賊
被
害
の
多
い
地
域

新
航
路

日
本
近
海
の
海
底
資
源

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
呼
称

海
底
熱
水
鉱
床
の
場
所

漁
獲
高
一
位
の
漁
港

ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
所

光
り
物
の
寿
司
ネ
タ

数
の
子
の
親

栽
培
漁
業
の
呼
称

絶
滅
生
物
で
な
い
生
物

水
俣
病
の
原
因

地
球
上
の
海
水
の
割
合

サ
ン
ゴ
の
死
滅

干
潟
の
様
子

ツ
バ
ル
水
没
の
恐
れ

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
呼
称

1
海
里
の
長
さ

E
E
Z
の
範
囲

尖
閣
諸
島
の
場
所

S
O
L
A
S
条
約
の
き
っ
か
け

日
本
最
東
端
の
島

竹
島
問
題
の
当
事
者
国

海
上
保
安
庁
の
呼
称

島
の
数

海
岸
線
の
総
距
離

領
海
と
E
E
Z
の
広
さ

海
女
の
人
数

富
嶽
三
十
六
景
の
作
者

全
体

北
海
道
・
東
北

関
東

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

平
均
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◆
校
種
×
選
択
肢
別
選
択
率

◆
地
域
×
選
択
肢
別
選
択
率

※
赤
の
太
字
は
、
正
解
の
選
択
肢

ク
イ
ズ

問
題

選
択
肢

小
学
生

中
学
生

平
均

ク
イ
ズ

問
題

選
択
肢

北
海
道
・
東
北

関
東

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

平
均

防
災

離
岸
流
へ
の
対
処

岸
に
向
か
っ
て

2
6
.0
%

3
2
.3
%

2
8
.0
%

防
災

離
岸
流
へ
の
対
処

岸
に
向
か
っ
て

5
7
.1
%

2
1
.8
%

3
0
.2
%

3
0
.5
%

4
5
.0
%

3
6
.8
%

2
6
.3
%

2
8
.0
%

沖
に
向
か
っ
て

2
5
.4
%

2
1
.0
%

2
4
.0
%

沖
に
向
か
っ
て

0
.0
%

2
5
.9
%

2
1
.9
%

2
2
.0
%

2
0
.0
%

1
5
.8
%

3
6
.8
%

2
4
.0
%

海
底
に
向
か
っ
て

7
.9
%

9
.0
%

8
.3
%

海
底
に
向
か
っ
て

0
.0
%

9
.1
%

7
.3
%

1
0
.2
%

1
0
.0
%

7
.9
%

2
.6
%

8
.3
%

岸
と
平
行
に

4
0
.7
%

3
7
.7
%

3
9
.7
%

岸
と
平
行
に

4
2
.9
%

4
3
.2
%

4
0
.6
%

3
7
.3
%

2
5
.0
%

3
9
.5
%

3
4
.2
%

3
9
.7
%

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
呼
称

ア
ラ
ー
ト
マ
ッ
プ

9
.6
%

1
0
.8
%

1
0
.0
%

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
呼
称

ア
ラ
ー
ト
マ
ッ
プ

0
.0
%

6
.6
%

1
1
.5
%

1
6
.9
%

1
0
.0
%

1
5
.8
%

1
3
.2
%

1
0
.0
%

白
地
図

1
1
.9
%

8
.4
%

1
0
.7
%

白
地
図

0
.0
%

9
.9
%

1
4
.6
%

1
0
.2
%

1
7
.5
%

2
.6
%

1
0
.5
%

1
0
.7
%

ダ
ン
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ

7
.6
%

5
.4
%

6
.9
%

ダ
ン
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ

1
4
.3
%

6
.6
%

7
.3
%

6
.8
%

7
.5
%

2
.6
%

1
0
.5
%

6
.9
%

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

7
0
.9
%

7
5
.4
%

7
2
.4
%

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

8
5
.7
%

7
7
.0
%

6
6
.7
%

6
6
.1
%

6
5
.0
%

7
8
.9
%

6
5
.8
%

7
2
.4
%

高
潮
の
原
因

大
雨

2
6
.0
%

2
2
.8
%

2
5
.0
%

高
潮
の
原
因

大
雨

2
8
.6
%

2
3
.5
%

2
1
.9
%

3
2
.2
%

2
5
.0
%

1
8
.4
%

3
6
.8
%

2
5
.0
%

雷
雨

7
.6
%

4
.2
%

6
.5
%

雷
雨

0
.0
%

4
.1
%

9
.4
%

1
0
.2
%

7
.5
%

5
.3
%

1
0
.5
%

6
.5
%

地
震

2
2
.0
%

2
4
.6
%

2
2
.8
%

地
震

1
4
.3
%

2
1
.8
%

1
9
.8
%

1
6
.9
%

3
0
.0
%

3
9
.5
%

2
3
.7
%

2
2
.8
%

台
風

4
4
.4
%

4
8
.5
%

4
5
.7
%

台
風

5
7
.1
%

5
0
.6
%

4
9
.0
%

4
0
.7
%

3
7
.5
%

3
6
.8
%

2
8
.9
%

4
5
.7
%

津
波
の
速
度

約
5
0
c
m

1
0
.7
%

1
0
.2
%

1
0
.6
%

津
波
の
速
度

約
5
0
c
m

2
8
.6
%

7
.4
%

1
1
.5
%

8
.5
%

2
5
.0
%

1
3
.2
%

1
0
.5
%

1
0
.6
%

約
1
m

2
0
.6
%

1
5
.0
%

1
8
.8
%

約
1
m

1
4
.3
%

1
8
.9
%

1
4
.6
%

3
3
.9
%

2
0
.0
%

1
3
.2
%

1
0
.5
%

1
8
.8
%

約
1
0
m

3
7
.3
%

4
2
.5
%

3
9
.0
%

約
1
0
m

1
4
.3
%

4
4
.0
%

3
4
.4
%

2
7
.1
%

3
2
.5
%

4
4
.7
%

4
2
.1
%

3
9
.0
%

約
1
0
0
ｍ

3
1
.4
%

3
2
.3
%

3
1
.7
%

約
1
0
0
ｍ

4
2
.9
%

2
9
.6
%

3
9
.6
%

3
0
.5
%

2
2
.5
%

2
8
.9
%

3
6
.8
%

3
1
.7
%

津
波
注
意
報
へ
の
対
処

様
子
を
見
る

7
.6
%

4
.2
%

6
.5
%

津
波
注
意
報
へ
の
対
処

様
子
を
見
る

0
.0
%

6
.2
%

8
.3
%

5
.1
%

5
.0
%

5
.3
%

1
0
.5
%

6
.5
%

海
岸
か
ら
離
れ
る

8
1
.1
%

8
1
.4
%

8
1
.2
%

海
岸
か
ら
離
れ
る

8
5
.7
%

8
2
.3
%

8
1
.3
%

7
9
.7
%

8
5
.0
%

7
3
.7
%

7
8
.9
%

8
1
.2
%

知
人
に
安
否
を
知
ら
せ
る

4
.5
%

4
.2
%

4
.4
%

知
人
に
安
否
を
知
ら
せ
る

1
4
.3
%

4
.1
%

4
.2
%

6
.8
%

2
.5
%

5
.3
%

2
.6
%

4
.4
%

ラ
ジ
オ
を
聞
く

6
.8
%

1
0
.2
%

7
.9
%

ラ
ジ
オ
を
聞
く

0
.0
%

7
.4
%

6
.3
%

8
.5
%

7
.5
%

1
5
.8
%

7
.9
%

7
.9
%

海
難
緊
急
番
号

1
1
0

1
4
.7
%

1
9
.8
%

1
6
.3
%

海
難
緊
急
番
号

1
1
0

2
8
.6
%

1
4
.4
%

1
4
.6
%

1
3
.6
%

2
2
.5
%

2
6
.3
%

1
8
.4
%

1
6
.3
%

1
1
4

3
3
.6
%

2
2
.2
%

2
9
.9
%

1
1
4

2
8
.6
%

3
2
.1
%

2
6
.0
%

3
5
.6
%

2
7
.5
%

1
8
.4
%

3
1
.6
%

2
9
.9
%

1
1
8

4
0
.4
%

4
2
.5
%

4
1
.1
%

1
1
8

4
2
.9
%

4
0
.3
%

5
0
.0
%

3
5
.6
%

3
2
.5
%

4
2
.1
%

3
9
.5
%

4
1
.1
%

1
2
0

1
1
.3
%

1
5
.6
%

1
2
.7
%

1
2
0

0
.0
%

1
3
.2
%

9
.4
%

1
5
.3
%

1
7
.5
%

1
3
.2
%

1
0
.5
%

1
2
.7
%

資
源

海
上
貿
易
の
割
合

約
1
％

3
.9
%

8
.3
%

5
.3
%

資
源

海
上
貿
易
の
割
合

約
1
％

0
.0
%

6
.4
%

4
.6
%

7
.1
%

9
.5
%

3
.6
%

0
.0
%

5
.3
%

約
5
0
%

2
5
.2
%

2
7
.6
%

2
5
.9
%

約
5
0
%

2
0
.0
%

2
8
.4
%

2
4
.8
%

2
1
.4
%

2
8
.6
%

2
5
.0
%

2
3
.5
%

2
5
.9
%

約
7
0
%

5
3
.3
%

5
0
.0
%

5
2
.3
%

約
7
0
%

6
5
.0
%

4
5
.0
%

5
4
.1
%

5
8
.9
%

4
7
.6
%

6
4
.3
%

6
7
.6
%

5
2
.3
%

約
9
9
％

1
7
.6
%

1
4
.1
%

1
6
.5
%

約
9
9
％

1
5
.0
%

2
0
.2
%

1
6
.5
%

1
2
.5
%

1
4
.3
%

7
.1
%

8
.8
%

1
6
.5
%

海
賊
被
害
の
多
い
地
域

地
中
海

7
.9
%

6
.4
%

7
.4
%

海
賊
被
害
の
多
い
地
域

地
中
海

0
.0
%

4
.1
%

1
1
.9
%

1
2
.5
%

1
4
.3
%

7
.1
%

5
.9
%

7
.4
%

マ
ラ
ッ
カ
海
峡

2
1
.2
%

1
7
.3
%

2
0
.0
%

マ
ラ
ッ
カ
海
峡

2
5
.0
%

2
0
.2
%

2
0
.2
%

1
7
.9
%

9
.5
%

2
8
.6
%

1
7
.6
%

2
0
.0
%

カ
リ
ブ
海

5
1
.2
%

5
9
.0
%

5
3
.7
%

カ
リ
ブ
海

6
0
.0
%

5
7
.3
%

5
1
.4
%

5
0
.0
%

4
2
.9
%

4
2
.9
%

5
5
.9
%

5
3
.7
%

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
諸
島
近
海

1
9
.7
%

1
7
.3
%

1
8
.9
%

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
諸
島
近
海

1
5
.0
%

1
8
.3
%

1
6
.5
%

1
9
.6
%

3
3
.3
%

2
1
.4
%

2
0
.6
%

1
8
.9
%

新
航
路

イ
ン
ド
洋

2
4
.2
%

2
1
.8
%

2
3
.5
%

新
航
路

イ
ン
ド
洋

1
5
.0
%

2
4
.3
%

1
7
.4
%

3
5
.7
%

2
3
.8
%

1
0
.7
%

3
2
.4
%

2
3
.5
%

日
本
海

1
5
.8
%

1
4
.1
%

1
5
.2
%

日
本
海

5
.0
%

1
6
.1
%

1
6
.5
%

1
4
.3
%

4
.8
%

1
0
.7
%

2
3
.5
%

1
5
.2
%

南
極
海

2
0
.3
%

2
6
.3
%

2
2
.2
%

南
極
海

3
0
.0
%

2
2
.0
%

2
2
.9
%

1
7
.9
%

3
3
.3
%

2
5
.0
%

1
4
.7
%

2
2
.2
%

北
極
海

3
9
.7
%

3
7
.8
%

3
9
.1
%

北
極
海

5
0
.0
%

3
7
.6
%

4
3
.1
%

3
2
.1
%

3
8
.1
%

5
3
.6
%

2
9
.4
%

3
9
.1
%

日
本
近
海
の
海
底
資
源

レ
ア
ガ
ス

1
8
.2
%

1
2
.2
%

1
6
.3
%

日
本
近
海
の
海
底
資
源

レ
ア
ガ
ス

1
5
.0
%

1
1
.0
%

1
9
.3
%

1
9
.6
%

3
3
.3
%

1
7
.9
%

2
3
.5
%

1
6
.3
%

レ
ア
チ
ー
ズ

7
.0
%

1
0
.9
%

8
.2
%

レ
ア
チ
ー
ズ

0
.0
%

7
.3
%

7
.3
%

7
.1
%

4
.8
%

2
8
.6
%

8
.8
%

8
.2
%

レ
ア
オ
イ
ル

2
4
.8
%

2
5
.6
%

2
5
.1
%

レ
ア
オ
イ
ル

3
0
.0
%

2
4
.3
%

2
3
.9
%

2
6
.8
%

2
8
.6
%

2
8
.6
%

2
3
.5
%

2
5
.1
%

レ
ア
ア
ー
ス

5
0
.0
%

5
1
.3
%

5
0
.4
%

レ
ア
ア
ー
ス

5
5
.0
%

5
7
.3
%

4
9
.5
%

4
6
.4
%

3
3
.3
%

2
5
.0
%

4
4
.1
%

5
0
.4
%

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
呼
称

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

5
2
.4
%

5
7
.1
%

5
3
.9
%

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
呼
称

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

5
5
.0
%

6
4
.7
%

4
8
.6
%

4
8
.2
%

4
2
.9
%

3
9
.3
%

2
9
.4
%

5
3
.9
%

ド
ラ
イ
ア
イ
ス

1
8
.5
%

1
9
.2
%

1
8
.7
%

ド
ラ
イ
ア
イ
ス

2
0
.0
%

1
1
.5
%

2
1
.1
%

2
3
.2
%

2
3
.8
%

3
9
.3
%

2
9
.4
%

1
8
.7
%

リ
チ
ウ
ム

1
1
.5
%

8
.3
%

1
0
.5
%

リ
チ
ウ
ム

5
.0
%

1
0
.1
%

1
0
.1
%

1
2
.5
%

1
9
.0
%

7
.1
%

1
1
.8
%

1
0
.5
%

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

1
7
.6
%

1
5
.4
%

1
6
.9
%

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

2
0
.0
%

1
3
.8
%

2
0
.2
%

1
6
.1
%

1
4
.3
%

1
4
.3
%

2
9
.4
%

1
6
.9
%

海
底
熱
水
鉱
床
の
場
所

海
底
火
山
の
表
面

3
9
.1
%

4
2
.3
%

4
0
.1
%

海
底
熱
水
鉱
床
の
場
所

海
底
火
山
の
表
面

4
0
.0
%

3
8
.5
%

4
0
.4
%

4
1
.1
%

4
7
.6
%

3
5
.7
%

4
7
.1
%

4
0
.1
%

深
海
の
平
原

1
7
.9
%

1
7
.9
%

1
7
.9
%

深
海
の
平
原

3
5
.0
%

2
1
.1
%

1
5
.6
%

8
.9
%

2
3
.8
%

1
4
.3
%

8
.8
%

1
7
.9
%

海
底
の
盆
地

1
8
.8
%

1
7
.3
%

1
8
.3
%

海
底
の
盆
地

5
.0
%

1
9
.7
%

1
5
.6
%

2
5
.0
%

1
4
.3
%

1
7
.9
%

1
7
.6
%

1
8
.3
%

大
陸
棚

2
4
.2
%

2
2
.4
%

2
3
.7
%

大
陸
棚

2
0
.0
%

2
0
.6
%

2
8
.4
%

2
5
.0
%

1
4
.3
%

3
2
.1
%

2
6
.5
%

2
3
.7
%
 

82┃



8
0
 

◆
校
種
×
選
択
肢
別
選
択
率

◆
地
域
×
選
択
肢
別
選
択
率

※
赤
の
太
字
は
、
正
解
の
選
択
肢

ク
イ
ズ

問
題

選
択
肢

小
学
生

中
学
生

平
均

ク
イ
ズ

問
題

選
択
肢

北
海
道
・
東
北

関
東

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

平
均

食
物

漁
獲
高
一
位
の
漁
港

銚
子
港

4
4
.8
%

3
7
.2
%

4
2
.1
%

食
物

漁
獲
高
一
位
の
漁
港

銚
子
港

3
2
.7
%

5
3
.3
%

3
8
.0
%

3
7
.0
%

3
4
.7
%

2
1
.3
%

3
2
.9
%

4
2
.1
%

八
戸
港

1
1
.4
%

1
2
.6
%

1
1
.8
%

八
戸
港

1
4
.3
%

1
1
.6
%

1
3
.5
%

8
.4
%

9
.7
%

1
6
.0
%

8
.9
%

1
1
.8
%

横
浜
港

3
0
.1
%

3
2
.5
%

3
0
.9
%

横
浜
港

3
0
.6
%

2
3
.5
%

3
4
.3
%

4
0
.3
%

4
0
.3
%

4
1
.5
%

3
0
.4
%

3
0
.9
%

神
戸
港

1
3
.7
%

1
7
.7
%

1
5
.1
%

神
戸
港

2
2
.4
%

1
1
.6
%

1
4
.3
%

1
4
.3
%

1
5
.3
%

2
1
.3
%

2
7
.8
%

1
5
.1
%

ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
所

ハ
ワ
イ
島

3
.7
%

7
.9
%

5
.2
%

ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
所

ハ
ワ
イ
島

4
.1
%

5
.1
%

5
.3
%

7
.6
%

5
.6
%

4
.3
%

3
.8
%

5
.2
%

マ
リ
ア
ナ
諸
島

3
7
.8
%

1
9
.7
%

3
1
.3
%

マ
リ
ア
ナ
諸
島

3
2
.7
%

3
4
.5
%

2
6
.9
%

2
8
.6
%

1
9
.4
%

2
3
.4
%

4
9
.4
%

3
1
.3
%

沖
ノ
鳥
島

2
9
.7
%

2
6
.6
%

2
8
.6
%

沖
ノ
鳥
島

2
8
.6
%

2
9
.2
%

3
1
.4
%

2
7
.7
%

2
3
.6
%

2
8
.7
%

2
1
.5
%

2
8
.6
%

三
宅
島

2
8
.8
%

4
5
.8
%

3
4
.9
%

三
宅
島

3
4
.7
%

3
1
.3
%

3
6
.3
%

3
6
.1
%

5
1
.4
%

4
3
.6
%

2
5
.3
%

3
4
.9
%

光
り
物
の
寿
司
ネ
タ

マ
グ
ロ

1
1
.0
%

8
.4
%

1
0
.1
%

光
り
物
の
寿
司
ネ
タ

マ
グ
ロ

1
0
.2
%

9
.7
%

8
.2
%

1
6
.8
%

8
.3
%

9
.6
%

1
0
.1
%

1
0
.1
%

コ
ハ
ダ

3
9
.3
%

4
7
.8
%

4
2
.4
%

コ
ハ
ダ

4
2
.9
%

4
5
.0
%

4
6
.5
%

2
6
.9
%

3
8
.9
%

4
5
.7
%

3
5
.4
%

4
2
.4
%

コ
ウ
イ
カ

3
6
.3
%

3
3
.0
%

3
5
.1
%

コ
ウ
イ
カ

3
6
.7
%

3
3
.2
%

3
3
.9
%

3
7
.0
%

3
8
.9
%

3
3
.0
%

4
5
.6
%

3
5
.1
%

ア
ワ
ビ

1
3
.4
%

1
0
.8
%

1
2
.5
%

ア
ワ
ビ

1
0
.2
%

1
2
.1
%

1
1
.4
%

1
9
.3
%

1
3
.9
%

1
1
.7
%

8
.9
%

1
2
.5
%

数
の
子
の
親

ニ
シ
ン

6
7
.9
%

7
1
.7
%

6
9
.2
%

数
の
子
の
親

ニ
シ
ン

8
1
.6
%

7
0
.4
%

6
9
.4
%

6
3
.0
%

6
8
.1
%

7
1
.3
%

6
2
.0
%

6
9
.2
%

ク
ロ
ダ
イ

8
.7
%

7
.9
%

8
.4
%

ク
ロ
ダ
イ

6
.1
%

9
.7
%

8
.2
%

5
.9
%

6
.9
%

9
.6
%

6
.3
%

8
.4
%

ア
ジ

1
0
.9
%

8
.4
%

1
0
.0
%

ア
ジ

8
.2
%

1
0
.6
%

8
.6
%

1
0
.1
%

9
.7
%

8
.5
%

1
3
.9
%

1
0
.0
%

サ
ケ

1
2
.6
%

1
2
.1
%

1
2
.4
%

サ
ケ

4
.1
%

9
.3
%

1
3
.9
%

2
1
.0
%

1
5
.3
%

1
0
.6
%

1
7
.7
%

1
2
.4
%

栽
培
漁
業
の
呼
称

養
殖

3
9
.3
%

5
4
.7
%

4
4
.8
%

栽
培
漁
業
の
呼
称

養
殖

5
7
.1
%

4
4
.0
%

4
5
.7
%

3
7
.8
%

5
4
.2
%

5
4
.3
%

3
0
.4
%

4
4
.8
%

放
牧

1
1
.3
%

4
.9
%

9
.0
%

放
牧

8
.2
%

8
.9
%

1
0
.2
%

8
.4
%

2
.8
%

7
.4
%

1
5
.2
%

9
.0
%

栽
培
漁
業

4
1
.0
%

2
9
.6
%

3
6
.9
%

栽
培
漁
業

3
2
.7
%

3
6
.6
%

3
5
.5
%

4
1
.2
%

3
8
.9
%

2
7
.7
%

4
8
.1
%

3
6
.9
%

沿
岸
漁
業

8
.4
%

1
0
.8
%

9
.3
%

沿
岸
漁
業

2
.0
%

1
0
.6
%

8
.6
%

1
2
.6
%

4
.2
%

1
0
.6
%

6
.3
%

9
.3
%

絶
滅
生
物
で
な
い
生
物

キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ

3
0
.6
%

2
8
.6
%

2
9
.9
%

絶
滅
生
物
で
な
い
生
物

キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ

3
6
.7
%

2
9
.2
%

3
3
.1
%

2
3
.5
%

2
7
.8
%

2
6
.6
%

3
5
.4
%

2
9
.9
%

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

2
5
.0
%

2
0
.2
%

2
3
.3
%

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

3
0
.6
%

2
4
.1
%

2
4
.1
%

1
8
.5
%

2
0
.8
%

1
8
.1
%

2
6
.6
%

2
3
.3
%

ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ

2
5
.9
%

3
1
.5
%

2
7
.9
%

ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ

1
8
.4
%

3
0
.2
%

2
2
.9
%

3
5
.3
%

2
9
.2
%

2
8
.7
%

2
2
.8
%

2
7
.9
%

ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ

1
8
.5
%

1
9
.7
%

1
8
.9
%

ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ

1
4
.3
%

1
6
.5
%

2
0
.0
%

2
2
.7
%

2
2
.2
%

2
6
.6
%

1
5
.2
%

1
8
.9
%

環
境

水
俣
病
の
原
因

カ
ド
ミ
ウ
ム

2
2
.6
%

1
7
.2
%

2
0
.6
%

環
境

水
俣
病
の
原
因

カ
ド
ミ
ウ
ム

1
8
.5
%

2
1
.1
%

1
5
.2
%

3
0
.6
%

2
9
.2
%

2
5
.0
%

1
4
.8
%

2
0
.6
%

水
銀

6
5
.6
%

7
3
.8
%

6
8
.7
%

水
銀

6
6
.7
%

7
0
.4
%

6
6
.7
%

6
1
.3
%

5
8
.3
%

6
7
.5
%

7
8
.7
%

6
8
.7
%

銅
4
.3
%

3
.0
%

3
.8
%

銅
3
.7
%

3
.2
%

6
.1
%

3
.2
%

4
.2
%

5
.0
%

1
.6
%

3
.8
%

石
綿

7
.4
%

6
.0
%

6
.9
%

石
綿

1
1
.1
%

5
.4
%

1
2
.1
%

4
.8
%

8
.3
%

2
.5
%

4
.9
%

6
.9
%

地
球
上
の
海
水
の
割
合

約
3
2
％

4
.6
%

2
.6
%

3
.8
%

地
球
上
の
海
水
の
割
合

約
3
2
％

3
.7
%

3
.2
%

4
.5
%

6
.5
%

4
.2
%

5
.0
%

1
.6
%

3
.8
%

約
4
6
％

1
0
.9
%

9
.4
%

1
0
.4
%

約
4
6
％

1
1
.1
%

8
.2
%

1
2
.9
%

1
1
.3
%

1
6
.7
%

1
5
.0
%

8
.2
%

1
0
.4
%

約
6
5
％

5
7
.3
%

6
5
.2
%

6
0
.2
%

約
6
5
％

6
3
.0
%

6
3
.6
%

5
6
.8
%

5
0
.0
%

5
0
.0
%

5
7
.5
%

6
7
.2
%

6
0
.2
%

約
9
7
％

2
7
.2
%

2
2
.7
%

2
5
.6
%

約
9
7
％

2
2
.2
%

2
5
.0
%

2
5
.8
%

3
2
.3
%

2
9
.2
%

2
2
.5
%

2
3
.0
%

2
5
.6
%

サ
ン
ゴ
の
死
滅

白
く
な
る

7
2
.8
%

7
0
.0
%

7
1
.7
%

サ
ン
ゴ
の
死
滅

白
く
な
る

8
1
.5
%

7
2
.5
%

6
6
.7
%

7
1
.0
%

6
6
.7
%

7
2
.5
%

7
7
.0
%

7
1
.7
%

黒
く
な
る

1
0
.9
%

1
3
.7
%

1
2
.0
%

黒
く
な
る

1
4
.8
%

9
.3
%

1
6
.7
%

6
.5
%

4
.2
%

2
2
.5
%

1
4
.8
%

1
2
.0
%

青
く
な
る

6
.6
%

6
.0
%

6
.4
%

青
く
な
る

3
.7
%

7
.9
%

5
.3
%

8
.1
%

1
6
.7
%

0
.0
%

1
.6
%

6
.4
%

赤
く
な
る

9
.7
%

1
0
.3
%

9
.9
%

赤
く
な
る

0
.0
%

1
0
.4
%

1
1
.4
%

1
4
.5
%

1
2
.5
%

5
.0
%

6
.6
%

9
.9
%

干
潟
の
様
子

泥
で
湿
っ
て
い
る

5
9
.0
%

5
6
.2
%

5
8
.0
%

干
潟
の
様
子

泥
で
湿
っ
て
い
る

4
4
.4
%

5
9
.3
%

5
3
.8
%

6
1
.3
%

5
0
.0
%

6
0
.0
%

6
5
.6
%

5
8
.0
%

草
木
が
生
え
て
い
る

1
5
.8
%

2
5
.3
%

1
9
.3
%

草
木
が
生
え
て
い
る

2
2
.2
%

1
8
.2
%

2
1
.2
%

1
7
.7
%

2
5
.0
%

2
0
.0
%

1
8
.0
%

1
9
.3
%

凍
っ
て
い
る

4
.1
%

3
.4
%

3
.8
%

凍
っ
て
い
る

0
.0
%

3
.9
%

4
.5
%

3
.2
%

4
.2
%

2
.5
%

4
.9
%

3
.8
%

岩
だ
ら
け
で
あ
る

2
1
.1
%

1
5
.0
%

1
8
.8
%

岩
だ
ら
け
で
あ
る

3
3
.3
%

1
8
.6
%

2
0
.5
%

1
7
.7
%

2
0
.8
%

1
7
.5
%

1
1
.5
%

1
8
.8
%

ツ
バ
ル
水
没
の
恐
れ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

1
4
.0
%

9
.0
%

1
2
.1
%

ツ
バ
ル
水
没
の
恐
れ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

7
.4
%

1
2
.5
%

1
2
.1
%

1
4
.5
%

2
0
.8
%

7
.5
%

9
.8
%

1
2
.1
%

ツ
バ
ル

5
8
.3
%

6
7
.0
%

6
1
.5
%

ツ
バ
ル

5
9
.3
%

6
3
.2
%

5
9
.8
%

6
7
.7
%

6
2
.5
%

6
7
.5
%

4
7
.5
%

6
1
.5
%

ハ
ワ
イ

2
2
.1
%

2
1
.0
%

2
1
.7
%

ハ
ワ
イ

2
9
.6
%

1
9
.6
%

2
2
.0
%

1
6
.1
%

1
6
.7
%

2
0
.0
%

3
6
.1
%

2
1
.7
%

イ
タ
リ
ア

5
.6
%

3
.0
%

4
.6
%

イ
タ
リ
ア

3
.7
%

4
.6
%

6
.1
%

1
.6
%

0
.0
%

5
.0
%

6
.6
%

4
.6
%

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
呼
称

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

3
6
.9
%

2
9
.2
%

3
4
.0
%

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
呼
称

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

2
2
.2
%

3
6
.8
%

3
5
.6
%

3
2
.3
%

2
5
.0
%

3
2
.5
%

2
9
.5
%

3
4
.0
%

ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
現
象

1
5
.8
%

1
8
.5
%

1
6
.8
%

ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
現
象

2
5
.9
%

1
7
.5
%

1
5
.2
%

1
4
.5
%

3
3
.3
%

5
.0
%

1
6
.4
%

1
6
.8
%

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象

2
2
.6
%

2
0
.2
%

2
1
.7
%

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象

1
1
.1
%

2
2
.1
%

2
0
.5
%

2
4
.2
%

2
5
.0
%

2
0
.0
%

2
4
.6
%

2
1
.7
%

フ
ェ
ー
ン
現
象

2
4
.7
%

3
2
.2
%

2
7
.5
%

フ
ェ
ー
ン
現
象

4
0
.7
%

2
3
.6
%

2
8
.8
%

2
9
.0
%

1
6
.7
%

4
2
.5
%

2
9
.5
%

2
7
.5
%
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◆
校
種
×
選
択
肢
別
選
択
率

◆
地
域
×
選
択
肢
別
選
択
率

※
赤
の
太
字
は
、
正
解
の
選
択
肢

ク
イ
ズ

問
題

選
択
肢

小
学
生

中
学
生

平
均

ク
イ
ズ

問
題

選
択
肢

北
海
道
・
東
北

関
東

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

平
均

国
際

1
海
里
の
長
さ

0
.1
k
m

7
.9
%

5
.1
%

7
.0
%

国
際

1
海
里
の
長
さ

0
.1
k
m

1
2
.5
%

7
.2
%

7
.1
%

3
.8
%

0
.0
%

1
4
.8
%

5
.0
%

7
.0
%

1
.6
k
m

2
6
.5
%

2
8
.4
%

2
7
.1
%

1
.6
k
m

1
6
.7
%

2
4
.7
%

2
8
.6
%

3
0
.8
%

4
0
.0
%

2
2
.2
%

3
5
.0
%

2
7
.1
%

1
.8
k
m

2
7
.3
%

3
0
.1
%

2
8
.2
%

1
.8
k
m

4
1
.7
%

3
1
.1
%

2
0
.5
%

1
9
.2
%

3
6
.0
%

3
3
.3
%

2
7
.5
%

2
8
.2
%

1
2
.0
k
m

3
8
.3
%

3
6
.4
%

3
7
.7
%

1
2
.0
k
m

2
9
.2
%

3
7
.1
%

4
3
.8
%

4
6
.2
%

2
4
.0
%

2
9
.6
%

3
2
.5
%

3
7
.7
%

E
E
Z
の
範
囲

5
0
海
里

9
.9
%

9
.1
%

9
.6
%

E
E
Z
の
範
囲

5
0
海
里

8
.3
%

1
0
.0
%

1
0
.7
%

1
3
.5
%

4
.0
%

1
1
.1
%

2
.5
%

9
.6
%

1
0
0
海
里

1
2
.7
%

1
9
.3
%

1
4
.9
%

1
0
0
海
里

1
6
.7
%

1
6
.3
%

1
4
.3
%

7
.7
%

1
6
.0
%

1
8
.5
%

1
2
.5
%

1
4
.9
%

2
0
0
海
里

6
3
.7
%

5
5
.7
%

6
1
.0
%

2
0
0
海
里

6
2
.5
%

5
9
.8
%

6
1
.6
%

6
7
.3
%

6
0
.0
%

5
5
.6
%

6
2
.5
%

6
1
.0
%

5
0
0
海
里

1
3
.8
%

1
5
.9
%

1
4
.5
%

5
0
0
海
里

1
2
.5
%

1
3
.9
%

1
3
.4
%

1
1
.5
%

2
0
.0
%

1
4
.8
%

2
2
.5
%

1
4
.5
%

尖
閣
諸
島
の
場
所

尖
閣
諸
島

5
0
.7
%

5
0
.0
%

5
0
.5
%

尖
閣
諸
島
の
場
所

尖
閣
諸
島

5
4
.2
%

5
2
.6
%

4
5
.5
%

5
1
.9
%

4
4
.0
%

6
6
.7
%

4
0
.0
%

5
0
.5
%

択
捉
島

9
.3
%

1
1
.9
%

1
0
.2
%

択
捉
島

1
6
.7
%

1
2
.4
%

1
0
.7
%

5
.8
%

4
.0
%

7
.4
%

2
.5
%

1
0
.2
%

竹
島

2
6
.8
%

2
3
.9
%

2
5
.8
%

竹
島

2
0
.8
%

2
3
.1
%

2
8
.6
%

3
0
.8
%

2
4
.0
%

2
2
.2
%

3
5
.0
%

2
5
.8
%

小
笠
原
諸
島

1
3
.2
%

1
4
.2
%

1
3
.6
%

小
笠
原
諸
島

8
.3
%

1
2
.0
%

1
5
.2
%

1
1
.5
%

2
8
.0
%

3
.7
%

2
2
.5
%

1
3
.6
%

S
O
L
A
S
条
約
の
き
っ
か
け

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号

6
7
.0
%

6
4
.2
%

6
6
.1
%

S
O
L
A
S
条
約
の
き
っ
か
け

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号

5
8
.3
%

6
6
.9
%

6
5
.2
%

6
5
.4
%

5
6
.0
%

7
4
.1
%

7
0
.0
%

6
6
.1
%

戦
艦
大
和

4
.2
%

4
.0
%

4
.1
%

戦
艦
大
和

0
.0
%

3
.2
%

5
.4
%

5
.8
%

8
.0
%

1
1
.1
%

0
.0
%

4
.1
%

サ
ウ
ザ
ン
ド
サ
ニ
ー
号

8
.5
%

4
.0
%

7
.0
%

サ
ウ
ザ
ン
ド
サ
ニ
ー
号

4
.2
%

6
.4
%

5
.4
%

1
1
.5
%

1
6
.0
%

0
.0
%

1
0
.0
%

7
.0
%

ビ
ク
ト
リ
ア
号

2
0
.3
%

2
7
.8
%

2
2
.8
%

ビ
ク
ト
リ
ア
号

3
7
.5
%

2
3
.5
%

2
4
.1
%

1
7
.3
%

2
0
.0
%

1
4
.8
%

2
0
.0
%

2
2
.8
%

日
本
最
東
端
の
島

南
鳥
島

2
9
.6
%

2
5
.6
%

2
8
.2
%

日
本
最
東
端
の
島

南
鳥
島

2
5
.0
%

3
0
.3
%

2
4
.1
%

2
6
.9
%

3
2
.0
%

2
9
.6
%

2
7
.5
%

2
8
.2
%

沖
ノ
鳥
島

2
9
.0
%

3
2
.4
%

3
0
.1
%

沖
ノ
鳥
島

3
3
.3
%

2
9
.5
%

2
7
.7
%

3
6
.5
%

2
0
.0
%

4
0
.7
%

3
0
.0
%

3
0
.1
%

東
鳥
島

2
0
.0
%

1
9
.9
%

2
0
.0
%

東
鳥
島

1
6
.7
%

2
1
.5
%

2
1
.4
%

1
7
.3
%

2
4
.0
%

1
1
.1
%

1
5
.0
%

2
0
.0
%

与
那
国
島

2
1
.4
%

2
2
.2
%

2
1
.7
%

与
那
国
島

2
5
.0
%

1
8
.7
%

2
6
.8
%

1
9
.2
%

2
4
.0
%

1
8
.5
%

2
7
.5
%

2
1
.7
%

竹
島
問
題
の
当
事
者
国

中
国

3
7
.7
%

4
7
.7
%

4
1
.1
%

竹
島
問
題
の
当
事
者
国

中
国

5
4
.2
%

4
1
.4
%

3
3
.0
%

5
7
.7
%

3
6
.0
%

3
7
.0
%

3
7
.5
%

4
1
.1
%

北
朝
鮮

3
7
.5
%

2
9
.5
%

3
4
.8
%

北
朝
鮮

2
0
.8
%

3
1
.5
%

4
3
.8
%

2
5
.0
%

4
8
.0
%

4
4
.4
%

3
7
.5
%

3
4
.8
%

台
湾

1
6
.1
%

1
3
.6
%

1
5
.3
%

台
湾

1
6
.7
%

1
9
.5
%

1
3
.4
%

5
.8
%

8
.0
%

7
.4
%

1
5
.0
%

1
5
.3
%

ベ
ト
ナ
ム

8
.7
%

9
.1
%

8
.9
%

ベ
ト
ナ
ム

8
.3
%

7
.6
%

9
.8
%

1
1
.5
%

8
.0
%

1
1
.1
%

1
0
.0
%

8
.9
%

文
化

海
上
保
安
庁
の
呼
称

国
土
交
通
省

6
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%

2
.9
%

5
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%

文
化

海
上
保
安
庁
の
呼
称

国
土
交
通
省

5
.0
%

6
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%

4
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%

5
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%

8
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0
.0
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2
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%

海
上
保
安
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5
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6
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海
上
保
安
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6
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5
7
.1
%

5
0
.0
%

6
0
.0
%

5
9
.6
%
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組
合
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3
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6
,8
5
2
島

2
9
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6
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1
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%

3
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%
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%

3
位
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%
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%

1
9
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%

2
2
.1
%

2
2
.4
%

1
7
.6
%

1
5
.6
%

1
9
.0
%

海
女
の
人
数

約
1
0
0
人

3
0
.5
%

2
8
.8
%

2
9
.9
%

海
女
の
人
数

約
1
0
0
人

2
7
.5
%

3
0
.4
%

2
7
.0
%

3
1
.2
%

3
2
.7
%

3
5
.3
%

2
8
.9
%

2
9
.9
%

約
1
0
0
0
人

2
9
.9
%

3
4
.2
%

3
1
.3
%

約
1
0
0
0
人

3
2
.5
%

3
6
.2
%

2
5
.5
%

2
6
.0
%

2
6
.5
%

1
7
.6
%

3
7
.8
%

3
1
.3
%

約
2
0
0
0
人

2
4
.9
%

2
1
.8
%

2
3
.9
%

約
2
0
0
0
人

2
2
.5
%

2
1
.8
%

2
8
.4
%

2
8
.6
%

2
2
.4
%

2
3
.5
%

2
0
.0
%

2
3
.9
%

約
5
0
0
0
人

1
4
.7
%

1
5
.2
%

1
4
.9
%

約
5
0
0
0
人

1
7
.5
%

1
1
.7
%

1
9
.1
%

1
4
.3
%

1
8
.4
%

2
3
.5
%

1
3
.3
%

1
4
.9
%

富
嶽
三
十
六
景
の
作
者

千
利
休

4
.3
%

7
.0
%

5
.2
%

富
嶽
三
十
六
景
の
作
者

千
利
休

5
.0
%

4
.9
%

6
.4
%

1
.3
%

1
0
.2
%

8
.8
%

2
.2
%

5
.2
%

葛
飾
北
斎

5
7
.1
%

6
0
.5
%

5
8
.3
%

葛
飾
北
斎

6
2
.5
%

6
0
.7
%

5
3
.2
%

5
8
.4
%

3
4
.7
%

6
1
.8
%

7
5
.6
%

5
8
.3
%

東
洲
斎
写
楽

1
1
.1
%

1
0
.3
%

1
0
.8
%

東
洲
斎
写
楽

1
0
.0
%

1
0
.4
%

1
2
.1
%

7
.8
%

2
0
.4
%

1
4
.7
%

2
.2
%

1
0
.8
%

雪
舟

2
7
.5
%

2
2
.2
%

2
5
.7
%

雪
舟

2
2
.5
%

2
3
.9
%

2
8
.4
%

3
2
.5
%

3
4
.7
%

1
4
.7
%

2
0
.0
%

2
5
.7
%
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◆
校

種
×

選
択

肢
別

選
択

率
◆

地
域

×
選

択
肢

別
選

択
率

0
%
1
0
%
2
0
%
3
0
%
4
0
%
5
0
%
6
0
%
7
0
%
8
0
%
9
0
%
1
0
0
%

岸
に
向
か
っ
て

沖
に
向
か
っ
て

海
底
に
向
か
っ
て

岸
と
平
行
に

ア
ラ
ー
ト
マ
ッ
プ

白
地
図

ダ
ン
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

大
雨

雷
雨

地
震

台
風

約
5
0
cm

約
1
m

約
1
0
m

約
1
0
0
ｍ

様
子
を
見
る

海
岸
か
ら
離
れ
る

知
人
に
安
否
を
知
ら
せ
る

ラ
ジ
オ
を
聞
く

1
1
0

1
1
4

1
1
8

1
2
0

約
1
％

約
5
0
%

約
7
0
%

約
9
9
％

地
中
海

マ
ラ
ッ
カ
海
峡

カ
リ
ブ
海

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
諸
島
近
海

イ
ン
ド
洋

日
本
海

南
極
海

北
極
海

レ
ア
ガ
ス

レ
ア
チ
ー
ズ

レ
ア
オ
イ
ル

レ
ア
ア
ー
ス

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

ド
ラ
イ
ア
イ
ス

リ
チ
ウ
ム

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

海
底
火
山
の
表
面

深
海
の
平
原

海
底
の
盆
地

大
陸
棚

小
学
生

中
学
生

平
均

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

岸
に
向
か
っ
て

沖
に
向
か
っ
て

海
底
に
向
か
っ
て

岸
と
平
行
に

ア
ラ
ー
ト
マ
ッ
プ

白
地
図

ダ
ン
ジ
ョ
ン
マ
ッ
プ

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

大
雨

雷
雨

地
震

台
風

約
5
0
cm

約
1
m

約
1
0
m

約
1
0
0
ｍ

様
子
を
見
る

海
岸
か
ら
離
れ
る

知
人
に
安
否
を
知
ら
せ
る

ラ
ジ
オ
を
聞
く

1
1
0

1
1
4

1
1
8

1
2
0

約
1
％

約
5
0
%

約
7
0
%

約
9
9
％

地
中
海

マ
ラ
ッ
カ
海
峡

カ
リ
ブ
海

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
諸
島
近
海

イ
ン
ド
洋

日
本
海

南
極
海

北
極
海

レ
ア
ガ
ス

レ
ア
チ
ー
ズ

レ
ア
オ
イ
ル

レ
ア
ア
ー
ス

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

ド
ラ
イ
ア
イ
ス

リ
チ
ウ
ム

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

海
底
火
山
の
表
面

深
海
の
平
原

海
底
の
盆
地

大
陸
棚

北
海
道
・
東
北

関
東

中
部

近
畿

中
国

四
国

九
州
・
沖
縄

平
均
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◆
校

種
×

選
択

肢
別

選
択

率
◆

地
域

×
選

択
肢

別
選

択
率

0
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1
0
%
2
0
%
3
0
%
4
0
%
5
0
%
6
0
%
7
0
%
8
0
%
9
0
%
1
0
0
%

銚
子
港

八
戸
港

横
浜
港

神
戸
港

ハ
ワ
イ
島

マ
リ
ア
ナ
諸
島

沖
ノ
鳥
島

三
宅
島

マ
グ
ロ

コ
ハ
ダ

コ
ウ
イ
カ

ア
ワ
ビ

ニ
シ
ン

ク
ロ
ダ
イ

ア
ジ

サ
ケ

養
殖

放
牧

栽
培
漁
業

沿
岸
漁
業

キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ

ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ

カ
ド
ミ
ウ
ム

水
銀 銅

石
綿

約
3
2
％

約
4
6
％

約
6
5
％

約
9
7
％

白
く
な
る

黒
く
な
る

青
く
な
る

赤
く
な
る

泥
で
湿
っ
て
い
る

草
木
が
生
え
て
い
る

凍
っ
て
い
る

岩
だ
ら
け
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ツ
バ
ル

ハ
ワ
イ

イ
タ
リ
ア

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
現
象

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象

フ
ェ
ー
ン
現
象

小
学
生

中
学
生

平
均

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%
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銚
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港
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ナ
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ア
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ク
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ダ
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ア
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サ
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養
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放
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栽
培
漁
業
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岸
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業

キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

ホ
ホ
ジ
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ン
ク
ク
ジ
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ド
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綿
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3
2
％
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％
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％
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く
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で
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て
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だ
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ニ
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現
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ラ
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現
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フ
ェ
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ン
現
象

北
海
道
・
東
北

関
東

中
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近
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中
国

四
国

九
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・
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縄

平
均
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◆
校

種
×

選
択

肢
別

選
択

率
◆

地
域

×
選

択
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別
選

択
率

0
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1
0
%
2
0
%
3
0
%
4
0
%
5
0
%
6
0
%
7
0
%
8
0
%
9
0
%
1
0
0
%

0
.1
k
m

1
.6
k
m

1
.8
k
m

1
2
.0
k
m

5
0
海
里

1
0
0
海
里

2
0
0
海
里

5
0
0
海
里

尖
閣
諸
島

択
捉
島

竹
島

小
笠
原
諸
島

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号

戦
艦
大
和

サ
ウ
ザ
ン
ド
サ
ニ
ー
号

ビ
ク
ト
リ
ア
号

南
鳥
島

沖
ノ
鳥
島

東
鳥
島

与
那
国
島

中
国

北
朝
鮮

台
湾

ベ
ト
ナ
ム
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(1) 学習指導要領改訂に向けた具体的施策の策定と提言 

 各関係機関は海洋教育の普及推進にあたっての共通目標として、次期学習指導要領の総則、各教科の内容、

ならびに総合的な学習の時間の「指導計画の作成と内容の取扱い」等に海洋の重要性を明確に位置付けるこ

とを掲げ、またこの実現に向けて整備すべき以下の条件を共有し、協働して働きかけを行う必要がある。 
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 これらを実践するうえでの情報共有基盤として、海洋教育連絡会議の強化を図り議論を活発化させるとと

もに、戦略ロードマップの精度を上げ参加各機関の行動計画として共有し、かつ実行に移す体制を整えなけ

ればならない。 

 また文部科学省や中央教育審議会などの教育関係者だけでなく、政治家、有識者、産業界へのロビー活動

のほか、海洋教育推進の気運を盛り上げるための国民運動展開など、広域的かつ重層的に条件整備を行う体

制づくりを急がなければならない。 

 このほか各種メディアへの海洋の露出を増やすため、コンテンツ制作側に働きかけを行うとともにサイエ

ンスコミュニケーター養成など、海洋を伝える人材の積極的な育成も行う必要がある。 

諮問文または大臣挨拶文で、海洋の重要性に触れる

文科省内で海洋教育に関する検討を開始 （内容・教

材・指導方法・教員養成など）

中間答申・最終答申で、海洋教育の重要性に言及

学習指導要領事務局案の「総則」および「総合学習」

の中に海洋の文言が含まれる

実施体制の整備開始

全ての学校で海洋教育が実施できる体制
平成32年度

(2020)

平成31年度

(2019)

平成30年度

(2018)

平成29年度

(2017)

平成28年度

(2016)

平成27年度

(2015)

平成26年度

(2014)

平成25年度

(2013)

高校中学校小学校道徳

文科大臣が中教審に諮問

中教審で議論

改訂・告示

教科書会社が教科書作成

文部科学省による検定

教育委員会が教科書採択

全面実施

文科相が

中教審に

諮問

中教審で

議論・改

訂

教科書

作成

教科書

検定

教科書

採択

全面

実施

改訂までの流れ（予想）

具体的な達成目標

※2013年12月29日付東京新聞記載の図を基に作成

 

注：上記は図 1学習指導要領改訂のスケジュール（3ページ）を更新して作成 

 

このための働きかけを効果的に行うことが今後の課題である。 

 

(2) 海洋教育普及に必要な教育環境の研究 

 小中学校の海洋教育の実施においては、学校のロケーションが大きく影響していること、実施が特定の学

年に偏っていること、海洋教育は理科という認識が強いこと、など実態として明らかとなった。 

 学習指導要領に海洋教育が位置づけられた場合、沿岸部だけでなく内陸部においてもその確実な実施が担

保されなければならない。ロケーションによる海洋教育の取り扱いに大きな差がある現状を考慮すると、教

科書への記述を充実させ地域に関係なく海洋教育が実施できる環境を整えるとともに、より発展的な海洋教

育を行えるよう地域属性にあわせた内容、実施方法などの検討を急ぐ必要がある。 

 加えて海洋教育を行いやすい学年があることを踏まえ、海洋教育をより効果的に実施できるよう学習指導

要領における海洋関連の教育内容を体系的に整理・拡充する必要がある。 

 また海洋教育は理科の範疇という認識が強いのであれば、理科における海洋教育の充実を図ることが重要
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である。他方で実際の海洋教育を担っている時間枠は表 7 にもあるとおり理科ではなく総合的な学習の時間

であることに鑑み、理科以外への浸透も急務である。 

 

(3) 外部支援体制の組織化 

 外部支援体制の組織化については、全国調査で得られた学校のニーズや実態に即した支援のあり方を早急

に検討する必要がある。特に 3 割以上が支援を受けている漁協など漁業関係機関の協力は不可欠である。ま

たこれら以外についても、大学・研究機関、博物館･水族館、企業･団体、NPO や市民団体など、全国の海洋

に関する教育支援を行っている機関のリストアップと支援内容の調査を行う必要がある。 

 

(4) 教育研究の戦略的推進 

 教育研究の戦略的推進については、各国における海洋教育の実施状況の比較調査を今後も適時改良し精度

を高めていく必要がある。特に海洋や教育に関する政策は、諸外国でも情勢に応じて随時変化しているので、

各国の進捗状況を把握しその内容を研究調査に反映していくことが重要である。こうした作業を進めていく

ためには、東京大学海洋アライアンスなどの外部機関との連携も不可欠である。また、学生の海の理解度調

査についても更に詳細な分析を進め、海洋に関する知識の現状と課題を把握することで、海を学習指導要領

へ盛り込むための各方面へのアピールに活用していくことが重要である。更に、海洋教育にとって必要な知

識を体系化し、現在の学習指導要領で不足している点、追加するべき点を見出すことができるような、より

精度の細かな調査が早急に必要である。 
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